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挨　　拶　　国立極地研究所長　　永　田　　　武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00～10：10）
1　磁気圏・電離i圏擾i乱　　（10：10～12：15）
　　　座長桜井　亨東海大（工）
　1．磁気圏へのエネルギー流入量とIMF南北成分（Review）
　　　　　　　　　　　　前沢　洌　　　　名大（理）
　2．連続するフレアーによる太陽風擾乱の伝播
　　　　　　　　　　　　袴田和幸　　　　中部工大
　　　　　　　　　　　　赤祖父俊一　　　アラスカ大
　3，静止衛星高度（GMS－1）の数MeV粒子の強度の変
　　　化と極域磁場擾乱の関係
　　　　　　　　　　　　山下喜弘　　　　気象研究所
　4．MAGSAT高緯度データの解析1（ケーススタデイ）
　　　　　　　　　　　　荒木　徹　　　　京大（理）
　　　　　　　　　　　　亀井豊永　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　家森俊彦　　　　　〃
　5、MAGSAT高緯度データの解析H　（統計）
　　　　　　　　　　　　亀井：豊永　　　　京大（理）
　　　　　　　　　　　　荒木　徹　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　家森俊彦　　　　　〃
　6．磁気圏擾乱に伴う赤道域F層擾乱とプラズマ・バブルの
　　　ダイナミックス
　　　　　　　　　　　　高橋忠利　　　　東北大（理）
　　　　　　　　　　　　大家　寛　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　渡部重十　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　＿1一
　7　電離層プラズマ擾乱
　　　　　　　　　　　大家　寛　　　　東北大（理）
　　　　　　　　　　　渡部重十　　　　　〃
　　　　　　　　　　　高橋忠利　　　　　〃
H　ELF－VLF波動現象　　（13：00　～　15：00）
　　　座　　長　　田　中　義　人　　名大（空電研）
　8．磁気圏VLF波動（Review）
　　　　　　　　　　　早川正士　　　　名大（空電研）
　9，Discrete　E｝nission，　Periodic　E㎞issionの地上一衛星
　　　同時観測
　　　　　　　　　　　陳肇文　　　　電通大
　　　　　　　　　　　芳野赴夫　　　　　〃
　　　　　　　　　　　佐藤夏雄　　　　極地研
　10．Norway，南極昭和基地で同時観測された周期的VLF放
　　射の特性について
　　　　　　　　　　　山岸久雄　　　　極地研
　　　　　　　　　　　福西　浩　　　　　〃
　　　　　　　　　　　小島年春　　　　電通大
　　　　　　　　　　　芳野赴夫　　　　　〃
　11．South　pole　Station上空で観測されたオーロラヒス
　　現象
　　　　　　　　　　　鈴木光義　　　　電通大
　　　　　　　　　　　芳野赴夫　　　　　〃
　　　　　　　　　　　福西　浩　　　　極地研
　12．ISIS衛星で観測されたVLF放射バースト
　　　　　　　　　　　恩藤忠典　　　　電波研
　　　　　　　　　　　中村義勝　　　　　〃
　　　　　　　　　　　渡辺成昭　　　　　〃
　　　　　　　　　　　村上利光　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　＿2一
　13，極域におけるVLFソーサー等の源
　　　　　　　　　　　渡辺成昭　　　　電波研
　　　　　　　　　　　恩藤忠典　　　　　〃
　　　　　　　　　　　中村義勝　　　　　〃
　　　　　　　　　　　村上利光　　　　　〃
　14，ISIS衛星で観測されたQnega信号の伝搬特性
　　　　　　　　　　　松尾敏郎　　　　京大（工）
　　　　　　　　　　　木村磐根　　　　　〃
　　　　　　　　　　　山岸久雄　　　　極地研
　15．Erequency　drift　of　the　dawnside　mid－1atitude
　　　VLFemissions
　　　　　　　　　　　早川正士　　　　名大（空電研）
　　　　　　　　　　　田中義人　　　　　〃
皿　ULF波動現象　　（15：15～16：15）
　　　座長坂　翁介九大（理）
　　　　　　　　　桑島正幸　地磁気観測所
　16．地磁気脈動研究に拾ける1980年以降の流れについて
　　　（Review）
　　　　　　　　　　　湯元清文　　　　東北大（理）
　17，ULF磁波の低緯度共役性同時観測
　　1．　Rulfmeterによる日豪同時観測
　　　　　　　　　　　斉藤尚生　　　　東北大（理）
　　　　　　　　　　　湯元清文　　　　　〃
　　　　　　　　　　　瀬戸正弘　　　　東北大（工）
　　　　　　　　　　　　K。D。　Cole　　　　I且Trobe　Univ，
＿ 3＿
18．ULF磁波の低緯度共役性同時観測
　2．Pc　3の波動特性
　　　　　　　　　　湯元清文　　　　東北大（理）
　　　　　　　　　　斉藤尚生　　　　　〃
　　　　　　　　　　田村忠義　　　　　“
　　　　　　　　　　瀬戸正弘　　　　東北大（工）
　　　　　　　　　　　K。D。　Cole　　　　　La　Trobe　Univ。
19，CNA　pulsationと関連現象
　　　　　　　　　　渋谷仙吉　　　　山形大（理）
　　　　　　　　　　佐藤夏雄　　　　極地研
20，サブストーム時のCNAに現われるULF周期の振動
　　　　　　　　　　野崎憲朗　　　　電波研
　　　　　　　　　　平沢威男　　　　極地研
　　　　　　　　　　福西　浩　　　　　〃
21．Pi　burst脈動のスペクトル特性
　　　　　　　　　　　國武学　　東大（理）
22，高緯度Pc5脈動の位相構造と偏波
　　　　　　　　　　坂翁介　　九大（理）
23．Ps6の特性
　　　　　　　　　　北村泰一　　　　九大（理）
　　　　　　　　　　糸長雅弘　　　　　〃
24．静止衛星高度におけるPc4－5現象とPc1現象の関連
　　　　　　　　　　石田十郎　　　　東大（理）
　　　　　　　　　　　国分　征　　　　　〃
25．電磁流体波動（Pc　3。4。5）の発生・伝播
　1．磁気圏境界線における特性（ISEE　1，2）
　　　　　　　　　　友村　清　　　　東海大（工）
　　　　　　　　　　桜井　亨　　　　　〃
　　　　　　　　　　利根川豊　　　　　〃　，極地研
　　　　　　　　　　　加藤愛雄　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　＿4＿
26，電磁流体波動（Pc　3。4。5）の発生・伝播
　2．磁気圏静止軌動におげる特性（AT　S－6，　SMS一㌔2）
　　　　　　　　　　桜井　亨　　　　東海大（工）
利根川：豊
友村　清
加藤愛雄
〃　，極地研
? ?
27，電磁流体波動（Pc　3．4。5）の発生・伝播
　3，極域多点観測による特性
　　　　　　　　　　利根川：豊
福西　浩
平沢威男
桜井　亨
加藤愛雄
28．地磁気脈動Pc1波動のDFの可能性
　　　　　　　　　　西野正徳
　　　　　　　　　　岡田敏美
東海大（工），極地研
極地研
　〃
東海大（工）
　〃
名大（空電研）
　〃
＿ 5＿
3　月　1　日（火曜日）　　9：30　～　17　45
1V　中層大気（MAP）　　（9：30　～　11：00）
　　　　座長岩上直幹東大（理）
　29、成層圏微量成分の緯度及び季節変化（Review）
　　　　　　　　　　近藤　：豊
30．対流圏・成層圏NOxの予備観測
　　　　　　　　　　高木増美
　　　　　　　　　　近藤　豊
　　　　　　　　　　岩田　晃
31．極域における大気潮汐
　　　　　　　　　　加藤　進
　　　　　　　　　　　R。A。　Vincent
　　による観測
　　　　　　　　　　筒井　稔
　　　　　　　　　　堀川　隆
　　　　　　　　　　小川　徹
　　　　　　　　　　小川忠彦
　　　　　　　　　　五十嵐喜良
　　　　　　　　　　大瀬正美
　　　　　　　　　　倉吉康和
　　　　　　　　　　平沢威男
　　　　　　　　　　　藤井良一
32．オーロラ帯からの重力波の伝搬とそのHFドツプラ法
33．新50MHzドツプラーレーダ実験初期結果
名大（空電研）
名大（空電研）
　〃
　〃
京大
（超高層電波研究センター）
Uni竃of　Adelaide
京大
（超高層電波研究センター）
　〃
　〃
電波研（平磯）
電波研
　〃
　〃
極地研
　〃
一 6一
V　HF波動・電磁環境　　（11：15～12：30）
　　　座長渡辺成昭電波研
　34．南極域にお・けるISISトップサイドサウンデイング
　　　AGCデータの解析（H）Zモード放射
　　　　　　　　　　　相京和弘　　　　電波研
　　　　　　　　　　　恩藤忠典　　　　　〃
　　　　　　　　　　　西崎　良　　　　　〃
　　　　　　　　　　　丸山　隆　　　　　〃
　　　　　　　　　　　籔馬　尚　　　　　〃
　35．極域高周波プラズマ波動の発生機構
　　　　　一　ISIS衛星による観測結果の解釈
　　　　　　　　　　　宮岡　宏　　　　極地研
　36．極域Plasma　Cavityとオーロラ現象との対応関係
　　　　　　　　　　　宮岡　宏　　　　極地研
　37．北欧北極圏内におけるELF－VLF電磁環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　（予備調査結果）
　　　　　　　　　　　鎌田哲夫　　　　名大（空電研）
　　　　　　　　　　　荻野竜樹　　　　　〃
　　　　　　　　　　　神原英彦　　　　　〃
　38．気球B15－1Nによる北欧の電力線放射電磁界の観測
　　　　　　　　　　　富沢一郎　　　　電通大
　　　　　　　　　　　芳野赴夫　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　山川　智　　　　　〃
　39．南極観測船「ふじ」による短波伝搬モード距離特性の
　　　測定
　　　　　　　　　　　一之瀬優　　　　電波研（平磯）
　　　　　　　　　　　大瀬正美　　　　電波研
　　　　　　　　　　　倉谷康和　　　　　”
　　　　　　　　　　　　山崎一郎　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　－7＿
W　特別講演　　　（13：15
　　　　座　　長　　平　沢
　　　　　前　田　憲　一
　　　　　加　藤　愛　雄
　　　　　太　田　柾次郎
　　　　　永　田　　　武
～　14：15）
威　男　　極地研
　京都大学名誉教授
　東海大学教授
　京都大学名誉教授
　国立極地研究所長
皿　将来計画　　　（14：15　～　17：45）
　　　　座長佐藤夏雄極地研
　　　　　　　　　　福　西　　　浩　　　〃
　40．地上（含気球）及び衛星の同時観測
　　　　　　　　　　鶴田浩一郎
41．EXOS－D計画
　　　　　　　　　　大家　寛
　　　　　　　　　　小口　高
43．極域大気球観測の役割
　　　　　　　　　　小玉正弘
44．VLF地上多点観測（現状と将来）
　　　　　　　　　　　田中義人
　　来像
　　　　　　　　　　福西　浩
　　　　　　　　宇宙研
　　　　　　　　東北大（理）
42．将来の衛星観測に対応する地上点観測
　　　　　　　　東大（理）
　　　　　　　　山梨医大
　　　　　　　名大（空電研）
45，昭和基地におけるオーロラ現象総合観測システムの将
極地研
一8＿
46．昭和基地における人工衛星観測将来計画
　　　　　　　　　　芳野赴夫　　　　電通大
　　　　　　　　　　福西　浩　　　　極地研
4τ地磁気共役点における地上多点観測
　　　　　　　　　　佐藤夏雄　　　　極地研
48．オーロラレーダ観測の将来計画
　　　　　　　　　　小川忠彦　　　　電波研（平磯）
49．再びHFドップラー観測の提唱
　　　　　　　極地における重力波の検出
　　　　　　　　　　竹生政資　　　　九大（理）
　　　　　　　　　　北村泰一　　　　　〃
50．多点観測器機の小型，軽量，省エネルギー，標準化
　　　　　　　　　　林幹治　　東大（理）
51，降下粒子脈動の空間変動観測システム
　　　　　　　　　　山岸久雄　　　　極地研
52．ロケット搭載型分光画像カメラの開発
　　　　　　　　　　横田俊昭　　　　愛媛大（教養）
　　　　　　　　　　佐々木進　　　　宇宙研
　　　　　　　　　　河島信樹　　　　　〃
～～～～～　懇
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3　月　2　日　（水曜日）　9：30　～
珊　SSCに伴う極域現象
　　　　座　　長　　国　分　　　征
　53，SCとSIのモデル（Review）
　　　　　　　　　　　荒木　徹
　54．SC，SIに伴う超高層現象
　　　　　　　　　　　平沢威男
　　　の特性
　　　　　　　　　　　福西　浩
　　　　　　　　　　　W．J。　HUghe　s
　　　　　　　　　　　林　幹治
　　1．磁場変動
　　　　　　　　　　　桑島正幸
　　　　　　　　　　　角村　悟
　　　　　　　　　　　河村　諸
　　　　　　　　　　　福西　浩
　　2．高エネルギー粒子線の変動
　　　　　　　　　　　角村　悟
　　　　　　　　　　　桑島正幸
　　　　　　　　　　　河村　譜
　　　　 18：00
（9：30～ 　12：15）
55全世界的な地上ステーシヨン網で観測されたPsc脈動
56．サブクレフト帯におけるSSC効果Pc1
57．静止衛星高度におけるSSCに伴う現象
58．静止衛星高度におけるSSCに伴う現象
東大（理）
　京大（理）
　極地研
　極地研
　Boston　Univ．
　東大（理）
　地磁気観測所
　　〃
　　〃
　極地研
　地磁気観測所
　　〃
　　〃
一 10＿
59．A㎜1tisatellite　study　of　Psc　oscillations
　　observed　at　synchronous　orbit
　　　　　　　　　　　桜井　亨　　　　東海大（工）
　　　　　　　　　　　利根川豊　　　　　　〃　，極地研
　　　　　　　　　　　　友村　清　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　加藤愛雄　　　　　〃
　60．静止衛星で観測されたSSCに伴う長周期地磁気脈動の
　　特性について
　　　　　　　　　　　　永野　宏　　　　岐阜歯大
　　　　　　　　　　　　荒木　徹　　　　京大（理）
　　　　　　　　　　　福西　浩　　　　極地研
　　　　　　　　　　　　佐藤夏雄　　　　　〃
　61．静止衛星高度におけるSSCの特性
　　　　　　　　　　　　国分征　　東大（理）
　62，SSC時のVLF位相異常
　　　　　　　　　　　　菊池　崇　　　　電波研
　63，円筒電離層一円柱地球系と単色平面HM波との相互作用
　　　　　　　　　　　　大西浩史　　　　京大（理）
　　　　　　　　　　　　荒木　徹　　　　　〃
眠　オーロラ現象　　（13：30～15：30）
　　　　座長鶴田浩一郎宇宙研
　64．Aurora　の動的様相　（Revi　ew）
　　　　　　　　　　　　山本達人　　　　東大（理）
　65，脈動性オーロラ中への入射粒子とVLF波動
　　　　　　　　　　　　小口　高　　　　東大（理）
　66．South　Pole　Stationで観測されたオーロラの様相
　　　　　　　　　　　　鮎川　勝　　　　極地研
　　　　　　　　　　　　平沢威男　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　＿11一
6τTrans　Polar　Arcの特性
　　　　　　　　　　　金田栄祐
　　　　　　　　　　　向井利典
　　　　　　　　　　　平尾邦雄
東大（理）
宇宙研
　〃
68．北欧におけるオーロラ電場の大気球観測
　　　　　　　　　　小川俊雄　　　　京大（理）
　　　　　　　　　　山岸久雄　　　　極地研
　　　　　　　　　　福西　浩　　　　　〃
　　　　　　　　　　小野高幸　　　　　〃
69．北極域サブストーム中にお・けるオーロラX線，CNA，
　　VLF放射，地磁気脈動の相互比較
　1．オーロラX線の時間変動
　　　　　　　　　　小玉正弘　　　　山梨医大
山岸久雄
小野高幸
福西　浩
山上隆正
西村　純
村上浩之
平島　洋
極地研
　〃
　〃
宇宙研
　〃
立教大
　〃
70．北極域サブストーム中におけるオーロラX線，CNA，
　　VLF放射，地磁気脈動の相互比較
　2，X線とULF，　VLF波動の相互関係
　　　　　　　　　　山岸久雄　　　　極地研
小野高幸
福西　浩
小玉正弘
山上隆正
西村　純
村上浩之
平島　洋
?
　〃
山梨医大
宇宙研
　〃
立教大
　〃
＿ 12＿
71．SAMBO82バルーン観測報告
　　　　　　　　　　小野高幸
　　　　　　　　　　宮岡　宏
　　　　　　　　　　江尻全機
72．オーロラテレビの開発
　　　　　　　　　　江尻全機
　　　　　　　　　　小野高幸
　　　　　　　　　　宮岡　宏
　　　　　　　　　　小口　高
73．オーロラテレビによる観測
　　　　　　　　　　小野高幸
　　　　　　　　　　江尻全機
　　　　　　　　　　宮岡　宏
　　　　　　　　　　小口　高
74．北極域におけるオーロラX線撮像観測
　　　　　　　　　　平島　洋
村上浩之
奥平清昭
小玉正弘
西村　純
山上隆正
藤井正美
江尻全機
小野高幸
宮岡　宏
研地
?
極
極地研
　〃
　〃
東大（理）
極地研
　〃
　〃
東大（理）
立教大（理）
　〃
　〃
山梨医大
宇宙研
　〃
　〃
極地研
　〃
　〃
一 13一
X　極域現象のシユミレーシヨンと理論的考察
　　　　　　　　　　　　　（15：45　～　18：00）
　　　　座長南部充宏九大（教養）
　75．オーロラ磁力線上の波・粒子とダイナミツクス（Rev　i　ew）
　　　　　　　　　　　　三浦彰　　東大（理）
　76，太陽風と地球磁気圏相互作用のMHDシユミレーシヨン
　　　　　　　　　　　　荻野竜樹　　　　名大（空電研）
　　　　　　　　　　　　鷲見治一　　　　　“
　　　　　　　　　　　　鎌田哲夫　　　　　〃
　7τ磁気圏の大局的力学の計算機実験非定常波動過程
　　　　　　　　　　　　井上雄二　　　　　京産大（計算機科学研）
　78．高速プラズマ流による磁気圏極域における大ポテン
　　　シヤル生成
　　　　　　　　　　　　鷲見治一　　　　名大（空電研）
　　　　　　　　　　　　片沼伊佐夫　　　筑波大（物理）
　　　　　　　　　　　　佐藤哲也　　　　広大（核融合）
　79．地磁気脈動の低緯度伝搬
　　　　　　　　　　　　藤田　茂　　　　地磁気観測所
　　　　　　　　　　　　玉尾孜　　東大（理）
　80．極域波動現象における波動一粒子相互作用の計算機
　　　シユミレーシヨン
　　　　　　　　　　　　大村善治　　　　京大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（超高層電波研究センター）
　　　　　　　　　　　　松本　紘　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　大橋正良　　　　　〃
一 14＿
81　（n＋1／2）ωce狭帯域静電波の非線型不安定化機構i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（基礎的考察）
　　　　　　　　　　谷口治幸　　　　東大（理）
82上部熱圏における重力音波方程式の数値解
　　　　　　　　　　前田佐和子　　　京産大（計算機科学研）
　　　　　　　　　　中山泰雄　　　　京大（理）
83熱圏高度での重力波と散逸波とのモードカツプリング
　　　　　　　　　　中山泰雄i　　　京大（理）
　　　　　　　　　　前田佐和子　　　京産大（計算機科学研）
＿ 15＿
第6回極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム
昭和58年2月28日～3月2日
会場　国立極地研究所講堂
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　　　二友らち継才右ぽ、磁気鵬金七電稚
層山戌卿鋤・・の繊と躯但押礎
生という一鋤御擁髄域’二あ・1掃働易優
釦二起因す魂豫Lして絞一的f・楯く）とが
　生、来る．
　　　矛3図ヒ提象の空肉師彪図欲し色．
働し域のF胤烈午β岨。5の形坂の聯悟
：彫条伴をそカえて、1る。　孝仁図中余糠で示レ
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磁姻VLF／E・‥嫡力
♀1り（え鴇冶七・駕恒司駕所、
Abstract　－－
　　　　　　Ue　wi　lI　review　the　recent　results　on　the　magnetospheric　VLF／ELF
wave　phenomena　observed　at　high　and　middle　｜atitudes．　The　data　are
mainly　based　on　the　satellite　observations．
　　　　　　The　importance　of　the　di　rection　f「ndings　of　those　magneto－
spheric　VLF／ELF　waves　is　shown　in　studying　the　detai　led　infoγrmation　on
the　generation　and　propagation　mechanism　of　the　waves．　A　few　examples
are　given　on　the　direction　findings　for　magnetospheric　chorus　emissions
and　also　for　the　plasmaspheric　ELF　hiss．
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ノ鈴末光義㌧芽野赴だ）．福西　三窃ユ）
　　　　　　　　1）電気邊嬬丈学、力飼立極地甜窪所
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衛星硲γLドデータ亡用いて解枡し㌔s・晶　で観剰済弩連続φ仁発生して鴫仁スヒ
P◎』S㌔㌔・湾は不愛緯度74．1㍉こ位置寸る　　霧り、短いD妙値⑪wの｛v㌦ストが5な．
ため，ψけ秀か弓タ芳までの昼閣側ではオー　て1ほ．ヒス、旙放剖状才一ロラφ出現農域
ロラわ川レ内1・位翻ぶ一え∫SτS弓、　ピ嘉宅勤磯度をもて出蜆桔が，玩
ユ衛顧謬、紗遂順壕惰88°の極斬遊衛尾であ　周辺ひわ＼な靖u榎域で書弱い仁スが出現
り、≦領相　P◎』S㌔七靖上空イ寸近を蓮過す　　している。
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（う）　屋闘側のソーづパ謬，夜翻ヒ麟ひく，
　　衛星の雛す多レLF現象とメーロラ現　　才一ロラ出鏡領域ではぼくその圏辺一ビ発生
象左舛応づけるために、衛屋り位置がら磁力　　しτ・⇔。特1二，強い強度在名つ・ケサー
紹・淵．て才～ロラ嵩度までトレースし左地　　ぱ，才一ロラ出環領域仁燐接し蓬嶺㎡べ’審
点⑳軌跳を全天写嘉上にフ噌ヲトし在。解祈　　生才る傾陶がある。
し左赤矢写真は．乃ク7年乙乃ク8穿のユ年
閣ワデ㌧タっ中べ．以下硲蛋件を満ず毛ので　　　慢用したS。。抽P。ieS七れ俳のデータは，
錫る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラスカ大学地域物理甜突所にポ」提供し7
　ω．太陽の菰んず・嶋．冬の鮪圏　　　　　いただ…た右ひマ’ある．
　（城オー藤ラの出蜆は・ほ壱の　　　　　　纏彩
　鋤，磁力縁トレーンングした衛昆の館遷吟　　獅麟
　　　全柔写熱勺仁λる彩の
　　これちき璃す勲造の教副乏例丁ある。こ
りうち／0創は、アーク儀造養右フ才一ロrラに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜難伴うヒス魂象で協る。ま㌔，2例が底瞬側句
ヒス場象ゴあ．九。ソーサパ古4樹観剃され
獲。
　　解祈倒騨少・時め、更に／9ク6年，乃クヲ
年のユ年藺のチ㌧ヲ老鶴祈する予定ピあ5が二
場庭まず輪得ら布た解狛結菓は杖下の蓮・ノ予　　　　　　　　　　　　　　　指別
あろσ
ω　　s脳ぴ　P辿　s至硫迫nでタ秀側1こ出魂
　弓3アーク献の才〉ロラに樗㌧　て、∫S∫5
　衛星でオー欝ラじス伏観夏只血る。夜側っ
　ヒスと国レく．衛星パフーク嚢愛直に近い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穿
魏溺㌘∵⊇甥露鴬　　　　　　鍵鋲
　勧才sと老ば、下己の灘波数はでれほど妾
　イ払し意い．　　　　　　　　　　　　　　箇輻屋融1ρ放書状ヨー口う（づヒ，ヒス（上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（▲天写翼晴情艶恒鵬）
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工S叉S衛星で観測されたVLF放射バースト
VLF　RAD工O　BURS埜S　OBSERVE£）BY　THE　工S工S　SATELL工TES
　　恩藤忠典・中村義勝・渡辺成昭・村上利光　　　　　　電波研究所
T．　ONDOH，Y．NAKAMURA，　S．　WAT姻ABE　and　T．　MURAKAM工
　Radio　Resea主ch　Laboraセories，　Tokyo，184
　　工n七ensi七y一七ime　主ecords　o£　VLF　emissions　observed　on　セhe　qround　often　show　burs七一
七ype　occurrences，　wh且e　those　of▽LF　emissions　observed　by七he　polar　orbi七ing
satelli七e，　such　as　工S工S－1　0r　－2　usually　show　qradually　iniセial　increases．
　　However　we　have　found　a　burst一亡ype　increase　of　VLF　hiss　from　工S工S　▽LF　data　recei▽ed
a七　Syowa　station，　An七arctica　as　shown　by　an　upward　arrow　O£　七he　Figure（罫eb．　24，1980）．
This　case　seems　七〇　show　the　七ime　vaエia七ion　o王　narrow－band　hiss　in七ensi七y　around　七he
sa七elli七e，　bu七　no七　七he　spaヒial　varia七ion　of　the　hiss．　　In　other　words，　this　may
show　a　sudden　s七art　of　七he　narrow－band　hiss　around　the　sate3．1i七e，　bu七　not　セhe　case
七ha七　the　sa七ellite　en七ers　suddenly　into　a　sセrong　hよss　region．
　　守husヒhe　above　example　indicatesヒha七七he　VLF　emission　may　occur　in七he　burst一
七ype　even　above　七he　ionosphere　as　observed　ofセen　on　ヒhe　qround．　　　　Saヒelli七e　obser－
va七ions　of　VLF　emission　in七ensity　usually　seeln　七〇　show　gradually　initial　increases
of七he　spa七ial　variation　of　VLF　emission　in七ensi七y　or　a　slow　en七rance　of　the
sa七ellite　ln七〇七he　VLF　emission王eqion．
Fiqure　1An　exaRlple　of　burs七一七ype　occurre1＞ce　of　VLF　hiss
by　IS工S－2　0n　February　24，　1980．
Obser▽ed
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餐隷
　極域ピ拒けるVLFり一サー彗の漂
慶並湾蟹濯藤忠喚，中村叢需孝す上剰％　（嚢按翫究所）
麺域κ努けるVLFソー一ウーに1極肋マ渇…
巽な醐象レして黎献ある。老の堤生藻
及び』∠し砺耽万唖　　のメカニズ
ム窒考察するL，雛蒼鱗の寝動杭子相互
柴痢，臣al嚇子の動奪献推霧される。
　　寝勲（／974）ロノγ一tガの
』砿o・九疹鋤∠宏1鍋べ，老のイ
オニζ画フOロトニ）のヅ栢イロ顧乃数乙、ぴ伽・
ξ』万鋤屍　のカかδ伝損蔓賑鶴っ茸り
纏栗8索めだ。従来）LF〃一ザーは下力＼
づ上力く血う壱のビ思わ況之いた次㌧五から
γ〈宿掘ザるソー甘～斌奏フ之いづ皐を策し
だO髪の後，〃0勲ア冷Wこ以μヂ3ζθ812♪
ボ蔵様な善法ざ，撤の上才グF〈伝癩つる
レしFソーサーき蕉したoさづK、老の藻の
動｛きが索さゾ，　　梅吻ζ鍵昧㌘る晦、是
生衰の様子麺蔵見せ之くれ震。　レし仁ソ
＿ け一の統計彦ξ犠墾摩｝（⇔tlζぱ．Y65んc肋
但（ρ8イ♪ぴあ苦。　一方，たs⊂月の
主場之エミッロヨ〉と宏う継力あ蓼主場も多
て就抱1。　今回の解析目これらの畢も倉
懸に毒きノ人工究屋Lの麟的な整生糠の働
き左，　　　　静〉ヒ系　塵馨1に志きかえ戊い
くっかの伽につい之　詳しく翻バると瞬跨ピ
ノ下庁広綴の～殺鶴ノ性衡の解礪竃行う。
?
　　ΣS工S　－　2　　　　29　JUCY　1976
2000H2
OI｛z
　　　　呑2302：22UT　　　　A　　XS工S　－　2
／0kHz
OHz
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㎜
令?
壷4砕
や3Gp
傘2《部　（a）
傘砕
2302：40
←
2302：20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2302：40
　痴丁　　0208：20　　　GMLAT　－64．oo
　GMLON　93．5G　　　工図LAT　　66．oo
　I｛G？　　1395km　　　　GP　　　　　395｝∫z
副ぱ3っのソー甘一A旦C五周徽功解能
琢著えぐ」ヒベE毛のこ移る。（濾ロ他197の
命ぱ畑oニゾヤィロ箇麟。
　レーサーβノ⊂，Kつい之口の（鈴ζm蓼浮・・つ
　　より高藺寝のソー叶一信号斌菊く奄っ
　之寄リノτ方よ〃禰し之兼だ右の之鰯わ
れる。り一ケーん（閲し～ζば，mθ〆作23一つ　　　・
　の低固瀞ボ4』α左o％錫鋤ぴ
　と百っξ幕り，τ万かタ貧徽し戸筋のど、孝
えぢれる。　　　　　　　　　　　　　参考文転
柳2　3
F晒U灘1（Hz　lOOO
lA〕
工nヒeora1　七工凧e
o．9sec
［B　ユ
」．6sec
〔C　〕
3．25ec
（b）
　勘RP麟纂～．亡．鋤2σ砺≡H．6．ゴぼ尺4～47θ9鰺
　Y鋤転働τノo識“τ砿職k碗［或日」〈旅痴6ζ縛80
　紘輪幽．s。，σ”あ6ちη徽｛Y伽4wγα’
　…ち細砒力斧¢ら庫9了ノタクの
イ3
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　　工SIS衛星で観膓則された　0幽e8Q］言号り伝搬午寺・ト生
　　　　　　　　　　玖尾敏却㌔7ドポ「磐根〆・山鳥又雄μ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千　京大・工　　輝　国立フ陸蛇澗i鳶鮪『
　　昂ヒ」てキ艮櫨し7…よう1二〔1！　2〕1獅茎τ｛ヒ　1ミ対して，のず1か1ミイ皇“方（負の△：f）｛こドソ
i［1欝灘彙5擾讃｝議ii還㌻灘霧1
麗巖雲怒罐芸搾㍑8警畿論C設7一醍嚇鱒枇生の1瑚
餌（ASE）にっtlて細べ；淑た、
　更1こ詳細k調べ5L受信さ淑た方xゲイs毛
はか萢リ犬きなド＼ソフ゜ラーシフト左皇1ナてu
5閣合が多い事が明》ラ・になリ，こ∧らしA
SEの蘭〕里ほASEの易≦生核楊にもイ良存して
重要である．
杏報㌃・ごほ上訂のような観長グらオ外ガ傍　（3）
；のドップヲーシフト乞苫キ細に衡寸レr…辞果
につ日て報菅ヲ3としもに侍2司Wα）e
NOYMU方向，は報降仁っ、1ても噺Lヲ3
穣℃’あ3。
ω　　L但が手争6～、7以下でぼ苫・互t｝’こ夕訂オ
　白〕に1勤く工SIS一工と亙の◇十の粒拳ヒ
　はそれ㌣’唱正と負であった．
（2）　L＞2、7ヒなると工と］［の両オとe正
　ヒ負の丙方の△寺を有す3袴5が勅剃さ
　れ1三
　　△十ハ絶対佃iが最天となるのIJLグ2，
　7碗傍で到解が辮及・・7〒〈1・フ
　山て）威少す3、
（斗）　A獄九（λの磁気支伎莫（L＝ぎ）に街星
　介‘ユ8，づ’く　とド・ソプラーシ7ト1ま）まくなき⑨
　工SlS－lL〕［でπメη“傍号グ受信丁桝なじσ）偵向グあ3：とが吻Z’った。
Eの齢恒8D・・スであパ。この鞠こ蝸1Sは疏（140い3ふDO㎞）ら畦1・1ぎノほ鋤テ’Lタ蹄きり才xでのW・v・W・rw鋤向舗到断鞍1・よ
ガ伶弓｛寸Uしの田波獣Σ拡Xしてみaと15ノ、°　って｛穗反討向きのも夏）る事苫示してい3、
ス全ての八゜スにト＼’アラーシ7卜（4チ）グ‘
観測丁畝1uた・　　　　　　　　　　　〔Dトへαt5uo，　K∫娠γq伽λYα綱5sム㍑
ミ耐碕号ほ解の動く加を夫と　甑∪・・・・・…輪閣中b・P嚇勅
δるヒフ「Xゲ侍ちのW∩）el）。酬凶偽オ旬〔？〕聴昆・ラト肩・山桿」才72回θ苓地聾電
しだ、1で次ま5b　下図に示し7…工Sl∫一工　　磁気号禽干特墾p．30
の《∧°フトラム1ユ釆受侍周波箏が送パ畷数
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lSIS－ll　REV　40075
コ
　　　エ　び　コ　コ　　　ゥス　　サ　　　　　　　　　や　　　コ
　　　　　’｛
・
?｝
ll’
L＝2．69 　　　　　2．76
．．．台．
1、！．　．．
1　5‖
鷲簾
・、翁、
　　　　　　　　　　　　　　　　　U聾警1｛k鰺懸．㍉世撚頸『．
・　　：；l　　i．｛ξ
痕’
竜
∧
担　　　　（’　1句汰1く3 …
篭
14
15
FREQUENCY　DRIFT　OF　THE　DAWNSIDE　HID－LATITUDE　VLF　EMISSIONS
　　　　　　　　　　　　r（㌃已ぷ殼
　　　方き輌垣，t仙・ろ～・（・、・フρラ☆エイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ声…Fう恥㌔繍・1勾お
鷺顯梨⌒yし「榔あ～身噸輌脚ぽ往轍
　　　　以一砿螂ぽ1・磁寸・謙　祷編・。．
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Figu「es：Exa叩1・・°f　F・eq・e・cy　l・c・e・・e・f　d・…id・m↓d－1・tft、d，　VLF，missi。n、
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拙／磁免総動Zη麿にあけ3／ア80与以障り流4tにフ1之
湯乞ラ笥丈
（牢メヒ｝丈　・　杉望！）
　　／9擁和鴻いり、梅雄啓鋤β確ぺぎ吉”の綬階に褒λ時蜘あ3。酬φ
1・歩廠う込之い3提斑免解動’・閲すづ諭力灼殿工釦吟5・庵・ぴ老〃4a反破lZい3
しは思め」・ゐいか、，っり目宙ヒ｛Zφ1表に首kろ5小～あ3。　兄3一吉〃観測解獅の
痢修カー約半分t占わz・13こヒlz某θ含払3オ、こ小多り諭丈の≠才“、薦に巌也精力的∫ミ
4ラカめ承之い5分跨芝簡単仁紹イ「づ3。
　　皮ブ、7「c1－2φ／硝㌘に・オ日・21勾、・）ろ11う鍛2z込zい3ψゴ、粕に、人ブ4窮雀に」・
3観測ブ4イオ〉しり劇止チt●ろ誌萄が多くゐ∂Jzuそ。
　　巌も、出版紗か・侵3－＄り擁’・≠・z’4・∫w嗣アふ』・と・閲擁・多
麦翻邊ll：よ3同略性（巳F九Fkの右卿ノ竪芭念も）や、ξy仇㌦”｛oトδノ6この波動傷忙が’
舗祉％3㍉声2ぽちえ⇔時3瓢欄蝋乞
　　舌乎一合（・）・21マ、入コ萄餐葛度1・オ・け3莉3μぽ』る㌦ヒ燐場袈動ヒろ関遠ほ
原び、∫τ14於触d耽ド」3渉の准細薦修つ講度痴φ名が明5かfこ之吠っフあ8．
　　孜酔吻砕ピ、蜥畑ヂミ・℃頃、SCに・鵠廠場変〃時炎上多克βび碕蔓
蹴氏芝㊥い2桝鋤こ果笠機構て該循3つ試抽吻くな之込乏・）3・〉’あ3・
　　最φ尺、微磁臭牝動の理蕩関・係輪丈1こ富・、・Zla、αw砿瓶・ゐ±欲た多麦周賭綬測ヤ・
わ緯の上が咳人・④4観刻ぷ・躍・・㌔／物納の・望舗の麺しオ垣繊プ
唐が弓3。
　　袖ぱて咋、こぷり彬雄1醐のま6勧’・違宍麟．～瑠釣3、
THEORY
（12）
PI　　陀ユー2
（9）　（9）
Pc4－5、
（ユ1）
Pc3－4
（16）
一ノ　1980－1982
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　　　　　　　　　　　ULF磁波の低緯度共役椎同時観1ψll
　　　　　　　　　　　　l，　RULFHETER　lこ」〔　ii＞　El療同‖考こ観渇」
　　　　　　斎藤　尚生（牽北大　理）・湯完　；斉文（凌ゴビ大・理　）
　　　　　　瀬戸正弘（藁ユじ工大）・K．D．　C。1・（L・T・・b・U・†・．）
　　孫翻休による大陽風デじクと比較した結果、躇観測が妬ζ∫われた（ナ1図）。
低緯度にあけるPc　3型磁ヲ安ぽ、極めマ敏感に禾陽　　磁力計ピレマぱ、オ1た観剃マぽ迩外観
風コントロー1庭多けマいる…P安力×明ら力・に湖マ測1：劇丁る安田椎が孫擢ざれた・・1f・・t・・（オ2
いる。駕し、磁波が磁気匿け勇界面力＼ら∫也上低緯図）が田し1ら1必た。うド2た観；夢」に」らいマぱ扉1二
度に到達可うま7“にぱ、磁気圏電離圏の複推容易に、noiseのゴし1磁鴻の記録が直ちに敵得
な横…擁総マ通過ぜわばゴらめどじろ力＼ら、ざれた。♂乙とから・・1f・・t・・が、従来の磁
低緯度Pc3の1構造表i総マ説明でうにば、己然と　力吉†に比レマ絡段と小型彰i量マ“済む（sensor部
しマ複雑ゴ妻…医］がタ萎ざれたまま↑ある、　　　が豹1／25）ズマ゜疸く、房～‘望的に天変nofsdご強し1、
　広大ゴ磁気圏幻VPc3に駕甘役劇芝知ろにぱ、　ULF磁7］計どレマ優」4た、磁力畜†7あろじとが
広坑に旅がる低緯度磁；綱躇鴉碧りが・腰で日肪力・にされ渚来のULF観渇忙ズ抱示峻
あリ、ラの為にオ1次（1980年）乃びオ2文　　左」5える二どが再躍認ざれ「≒
（1982卑）の寿外観須・1が安施さ胡た．オ1潔の　　・・1f・・terロ、　J・m・・C・・kス学雇びL・T・・b・
通称媛ル太平洋同時観測におし｝マ、Pc3ぱ緯度フ（学側の協力の毛どに、天孝繍内物擢教蜜練
方向に一100・隔た。マじ・・h・，enceが高し・O吻熱が1瘡観劉前1：芙々殼置ごれ、硯在毛
ピが明らがにごれた。ぞニマ’ナ2※飯i測7“ば3点・同θ4連続観ヲ則が継続レマ行nわれ7し1る。
じの繰左3ぽえマ、緯前匂に対可る勧じデー9ぱ聴yト磁気テーフ・1巻に知8日
両〕ψ孫に」ろげる同時観劉刀寸宴施ぐ胡た。刷定闇つ・つ自勧記録され、ラξ々の天¢カ・ら秦戊6犬
とし了ぱ世界中7・爵毛低縛度共イ2．条｛牛のよい学に続げマ郵髭∫胡マいる。
日豪両国力漣I」Mれ1（L・1．30）マ漣続観ラ則　Oの講疹7“｛ゴ、観劉鄭初経過、rulf一
別御づ一オ、T。．nsvi11，（L・1．29）とBeve，idg，　m・t・・の宥馴生、お」び解祈緒果の一者βにっし1
（L・2．］2）に磁力計乏空i諭・殼置しフ、3鳶同了報告を朽ゴう。
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1」L戸磁波の低綺度共役o止伺碕観刻
　　　　　　　　　2、宮3⑳波動解析
揚元清丈・斎藤尚生・田栢忠2ξ・壌戸正9へ’κρ（泌
　　　　　　　　　（　束　　タヒ　　フペ　・　　る里）
　　抵繍度ブ観剰せ込3震3聖姥ン磁灸脈」勃ろ
発生穫椅り周変ぽ、煮も左く、且・、永弓り
〃 毘・り‥～・砺3．　こ昧解決〆謎〃
t解人べく、1ア8」今〃月力’5θ≠のウ’り（互・
28rますノ！イ＝208r／亨，ムご／30／　k始／磁気ダ役臭に
疋・｝刀“か己良つ7…s〆f泌（丁∫γノ歪＝マ8：∫oノメ＝
ユユ。r6ヨノ乙ミμrノ’3ぴPデ炉（β傑」重＝弔，‘｛
ハ＝ユユユ？ユPノム＝2．／ジkり女役・性周薦錫碧りがな
三▲た。
　　硯庄まオつ珂、ノユ●初旬4亡η伺踊観剃
ぱがλ多えψ．之い3。　冗3嘉効度つ膓↓1
（圭此工★）　（ム7㌔』eU列～り
　　￥声ごり3捉頑ど4£測？込5長3の媛型が
　　倒プー教．（、夜〆○しつ肉篠を曝3っフ、
　　乙伊し乙鹸ρ伽十臼滋喝i麦〆らセ示ヲzのがあ∋。
　②、從才θ69鵬初痘1こ麗雀づ37も32一・H－b
　　平面内の蜜化バクトル！ポメb半嶺’zいく〃白5〃戊、
　　南辛《ボゴ（〃一∫ぢヒなワ、擁ヵぢま・離
　　抗飾的亀撫き≠い　εす30
　③、①、◎の分麹’2属合ザ、日中か54貌に
　　多泥33宵3ピ、南φら向辛がはま・いZ、5
　　へ‘oタ療度うo乙子ル’rlγ’ま一致す3が・勿叱／）。蹴
　　か一蓼且1慮・）。
川“師紅“婦一／、形胸夷鯉鋤民H一脾輌修允ベク声！・の擁’・燭
也在lzっu～蒐勿解莉オゐとぷた。　波動解
栢のφゴ、嶋’㍉偏液携偉にフn之乏つ存ねミ
と、が姐6かに乞賦変。
［日、低締度麦役吏にお・け5礼3の偏搬備唯が
いか3・の〉Ψρ唖訟已・
　Φ、β月けづ煮いミ誕宣づ3真3うφピ・爾メb角
　9考ノ在捻1はが旦多仏3、　矛！留／2♂之小3
祥1・・こ承～’ぱ乙3βの止効ズ伽プ・’∫a
　説例オ殼い、象允毛よ（zn3．
　　鉢媒によ、いz頃、こ砥3βζ3り砺」絞｛彪惟尺
倒期偽推助∫2え・耀］翁的にピの螺るH〃波り
毛〃tδθL巳力い彦」をしう3りズ｝～議論す3。
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c／∨A　ρα（∫α右oηと関運硯象
渋㊨仙吉
イ左薩夏雄
山形K学穆．学郷
極地研克ヤケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρμ∫α右o〃♂44・控と　髪功閣厘硯象／二つく｛2ζ3内Aφ強穫が・闇㊧的仁宮イ（、才3c〃！4
繍畦ガい3．細・・C川〆・・励の鰭梅緋と伽畦硯象の艦佛伽
比駿・彦ぴに殆庭ぴeレε¢巧租関解祈（ρ・ωεr／c。ム・醐％・ρ力姻のε行なった・
　／9ρ碑今β～／雅碑／月葬2・のデ㌧タヂ用‘・2c〃4戸磁∫砿・ヵっoccαr祀忙巳の綾計を
4汚。傷稲1。η。3，4β／。囎当召緬励乙〃仰4・鋤〃のθ亥妙殉…脈あ（た．
昆3形／ゴ助す多菌期／ρ～4∫4ク，亨∫～／夕o争ケ⑳乙く／Aρ必αzノ・力1チρζん〃舟ム丁／・最¢発
生籟ぼか・丈きくな3。多た，音ζに招多す多励鱒か・／㌢0⇒600幼碑乙／VAρ〆M6ぬぼ08・』
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輝乙老M野碗〆・鋤・・ρρ・卵・・詞雑碑レ斑τ〔1鋤・
　Qρエミツショ　ンにフ履関のあ3じ〃メぱ
蛇磁昼の荒れ仁θの午拍中1二観ヨ’1さ血う。
拍閣カベ友‘1硯象ぼ／4闇2－教千修1観穆・にれ
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プフヌトム勇りOV4に現われ3UL戸ノa卵う栃紗
　　　　　噺崎実朗
　　　　（電ン笈柳電波柳）
　　％4L“萎旭1‡プー・ラキ・ζあツ　、∀ア1之1－
一 ム麗乍ロ尋に1手降下）泣5にFり電顔ノ多吸収（
C4／月）か・・微くチ庖わ／し3ψ　　C’V4硬，駁の形～
細4分ε周波繊材し、％磁タ解釦どρ枢図
乏調へ’だ。
　脇・壬ア㌧タヰエ／9アo埠め多61肇由ク
観測か5C／V月か寡珍に砲われ3砲裂ノタ角
ε藍ぴ出（宛薪し貴。　こ九r・41工日が乞教り※
な330川→zノオメー　ターえ白によノ4昆測〔ざ
れ、肥磁久疋物犀インゲノシヨンマグネトメ
ー ターあ3・川プフラソクスゲー｝・磁ヵ討・・∫
ツ碗閲ぴt碗か・、ビリ観劇デー9一才用・ノマ
θ自匠薮屑桁多ぢ果には麦ソ4かフ舌・　周K
綱中（昧絶嚇牽含紗鱈ニリ帰〒
右丁レズプム（ご〉，4P）φヂか5Mε門膓玄に
羊3周波淡」解薪ε剤L♪、〃、3・句θ・づ・∫チρ殉月・
りか周疋蜘・フ・ほ名で、
　プフ・ストー句莞生と多にC微声噺・プ3
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P（　buγs亡　脹動のスペク　トルの～筒小生
園武彦1　（東人・理）
　　Pとbuγst（P‘B）は’£〃eハ切Oaトな短】司期成　しンドのφn与越周三R数滞（ehhαn（eJ　bonのが見
分亀持っ，」貯αが◎nが数、分のタ也磁気旅勧イ，SUも・出せれる形X、見出セれたい静Yがある弓が
stoγ町のon∫e亡付近に枝域イ起こる．解祈には　わむブ汽・　薗方の形●頭．われた1例を（li副1）
1980与のCA〃A力Aで《り多点、4見測のd禽亡瓜竜周いた。に元寸．　（図1）中，①イ元・した1乏間イは鼻越周
　薮々↓富Pピ∫3の二入くミクトル棚柏を4うなうに1曙…、三良歓キカ“奥、える（［弘ユーΦ），イ也力丘間③イ鳳顕著
1℃一つ。e輸餓似日の晴徴甑観つな権離酬は見え塩…（馳一③）
ちミYがら’多直め，鯛幼区間を細分1イ，　　納き↑処理↓てよらノ特k宮B出〕見の初勉1～物
even七内イ’のスペクトルの碕聞的笈化tミ同べた。　に時，坂鴨吐4・セいが，　鼻越周娘敬葺が右宅L
　PζBの特徴の’つLて，波形がξ汐e例hレであ9，才4ミて・が多、・季ポ乳輻された．　麦1（拙d協
液の周波数成分がw施である，uがちげらL瓜ke（繊気績度館1’）べの縦†の一例イもろ・
魚る，　夜ミイ合8のパワ’スペクトルの秒　こΦ例で拍，P：8Φ間始か3〃ユ∫ecを靭STAR了“区
臨配媒パ細・門一が単‘びが，r・・悶パ掠妓く〃2、，、ピ’〃EX丁”踊いパこ
く物てなるらが予想てれゐ。　しガし留和£で③久ぺη卜’しピ葦越周波数笛があるもの
閤を鋤・q，額田噸鱈る㌣上述のト（‘。・d堺）中吋句（㎡‘・卜・）1⇒類い抽⑱i
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鳶講藍口貼動の位和構』偏浪
土焉L編↑　　（九丈・違）
高緯度臼賂勤はあ‡ヒヒ東肪・疏品に伎柏描佳ど拝，τ。了。
南玩の伽e差は亀齢に・・培帆～ビ此妻パあ、・凍面1ヨ知し引審
歳令南ゾ嵯は宿在し恒，。南WにはX齢い讐滅。N鮎
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Ps　6の特¶生
　　IMSチェーンの地磁気データが利用できるようになっ
たが、このデータはサンプリング時間が10秒であるので、
Ps6をはじめとして、長い周期をもつ変化現象の解析に大
変好都合である。　このIMSチェーンのデータから、Ps
6の物理的特性を明らかにすることがこの稿の目的である。
　　Ps6とは、サブ・ストームの最盛時前後に現われる、
10分～30分程度の周期をもつ地磁気変化の呼称である。
　振幅は数十nTから1000nTをこすものもある。　こ
のPs6は、他の地磁気脈動にない特徴として、D成分がH
成分と同じか、またはそれ以上の大きさを持つものとして特
徴づけられてきた（斎藤氏等による）。
　　　　　北村泰一、糸長雅弘
　　　　　九州　大学理学部
　　一方、サブ・ストーム時に流れるジェット電流は、一般
的に「のたうち」ながら蛇行することが知られている。　こ
のこと（蛇行）と、Ps6のD－dominant性を考え
あわせ、この「のたうち」こそが、Ps6のD－do皿in
antの原因であるとする「Two－Snake　mode
1」が提唱された（斎藤氏）。
　　これに対し、IMSチェーンの解析の結果から、次のよ
うな事実が明らかになった。
q）Ps6が、特にD－dominantであるというこ
とはない。
（2）Ps6、は緯度によって互いに独立に振舞う。
（3）Ps6は東西に伝播する。
これらのことは、Ps6のような極低周波でも、波動と考え
ねばならないことを示しており、「Two－Snake　m
ode1」　（というより、ジェット電流のような電離層ない
の電流系）では説明がっかないことを示している。
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静上衡星葡隻1鴻けゐ、R・4－5」蛭Lと昆ユコ醸、り雌
．石　田　　十　］諌　　・　国　炎　　z正
　　　（東古九尊　王里牛智）
1序　　　　　　　　　　　　　亙所荊誌泉
　静上衛星稿度1鴻、うろ地磁気脈動毘象止　　禰荊左イヨな・夫期間・キリ遥i畝在良与一5
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九。蜘・近4P⊂4－∫槙域り故動と，祉寺δ寸胞して・輪（下図）
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電oゑ流イ》c渡動（㍗ハ，4／5）　の発生・伝砿
1．磁気圏境罪⑫威K万叶る　特・止
　　　　　　　　　　　工二，属叶　薯，利根）1　　ノ畑藤預克庄（東寿夫・エ）
　　　　　Magnetic　fluctuations　permeated　in　the　magnetosheath　and　near　the　magnetopause　have　been
regarded　to　be　closely　related　to　activity　of　dayside　magnetic　pulsations　observed　on　the　ground．
Many　experimental　studies　so　far　　suggesting　such　inti皿ate　relation　between　them　have　been
reported．　Based　on　such　previous　understandings　we　should　cTeate　more　refined　knowledges　about
physical　characters　of　hydromagnetic　waves　activated　there　and　their　relation　to　those　of　magnetic
pulsations　observed　on　the　ground．
　　　　　In　the　present　report　　our　attention　will　be　focussed　on　revealing　such　physical　character－
istics　of　magnetic　fluctuations　in　the　magnetosheath　and　near　the　magnetopause　using　a　technique
of　auto－and　cross－spectral　analysis．　Our　study　is　based　on　magnetic　field　data　obtained　with　the
ISEE　l　and　2　satellites　during　12　months　from　July　to　Dec輪er　in　two　years　fr㎝1978　and　1979．
During　these　periods　the　satellites　traversed　the　dayside　regions　including　the　interplanetary
space，　the　magnetosheath，and　the　outer　magnetosphere．　Our　results　show　clear　enhancements　in
activity　of　medium　frequency　hydromagnetic　waves　in　the　magnetosheath　region．The　freqUency　of
the　waves　in　the　magnetosheath　might　be　coTrespond　to　those　of　Pc　3　and　4　range　magnetic　pu1－
sations　usually　seen　on　the　ground．　The　enh飢c㎝ent　of　the　waves　occurs　in　the　magnetosheath
region　but　not　in　the　interplanetary　space　and　ゴestrict　only　in　　　　such　medium　frequency　range
from　20　to　60　mHz〔　20　to　50　seconds　in　period〕．An　example　of　magnetic　field　fluctuations　observed
with　the　ISEE　l　satellite　inbound　pass　crossing　the　bow　shock　and　passing　through　the　magneto－
sheath　region　is　given　in　Fig．　1，　which　shows　a　cleaT　enhancement　of　such　waves　in　the　magneto－
sheath．　The　dynamic　spectra　of　the　magnetic　field，　Bx　　　　　　　component　　in　the　GSE　coordinate，
also　illustrate　the　dominant　activity　of　such　waves　in　the皿agnetosheath，　which　are　shown　in
Fig　．2．
　　　　　凸・int・u・i・n・f　magn・tic　energy　f・㎝th・m・gn・t・heath　int・th・㎜gn・t・ph・・▲sa1・・ex㎝in・d．
The　results　indicate　one　order　magnitude　larger　in　the　magnetosheath　than　in　the　magnetosphere，
and　the　co叩pressional　waves　tend　to　occur　in　the　magnetosheath　region　and　change　the　wave　cha－
racter　to　the　Alfv6n　wave　after　the　transmission　through　the　manetopause　region．
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　　　　　　　　　　電4該琉イ本〉皮動（㍗3μ，『）の洛生・伝捧
　　　　　　2．ψゑ気圏看牢止IL星彰九直．Kわ寸う特・怯
≡、刹撤11十暢、友対希・加藤受声臣　（東磁大・エ）
　　　　　Pr迦ary　obj　ect　in　this　report　is　to　clarify　resonance　mech㎝ism　of　hydr㎝agnetic　wave
oscillating　along　magnetic　field　line　responding　to　a　sti皿ulus　of　wave　l　ike　magnetic　energy
penetTated　into　the　imer　magnetosphere　fr㎝the　magnetsheathεmd　the　magnetopause　Tegion．
Magnetic　field　data　dealt　here　are　based　mainly　on　those　obtained　at　synchronous　orbit　with
the　ATS　6　satellite．　The　satellite　location　with　respect　to　magnetic　latitude　along　the
magnetic　field　line　is　important　to　discriminate　mode　of　oscillation　of　medium　and　lower
frequency　hydro㎜gnetic　waves．　Therefore，　the皿gnetic　field　data　used　in　this　analysis　are
those　obtained　at　two　different　latitudes；one　is　near　the　magnetic　eqUator　only　3　degrees
below　the　magnetic　equator　in　the　southem　hemisphere　and　another　is　at　off－magnetic　equator
lO　degrees…由ove　in　the　northem　hemisphere．
　　　　　Standing　osciUation　behavior　of　sheaτAlfven　wave　along　the　resonant　field　l　ine　could　be
well　recognized　with　clear　appeaTances　of　harmonic　structures　in　d）mamic　spectra，　especially
in　the　azi皿1thal　（D）　conlponent　of　the　magnetic　field．　Cdd　mode　oscillations　including　the　lst
〔md　the　3rd　hamonics　appear　clearly　in　the　spectra　obtained　at　the　off－magnetic　equator，
曲、、e　ev。n　mω。。sci、、。，i。。，　b。、。n、、。齪、。、㎡、。＿ics　d。　near　th。　m。鯉。tic　equa，。r．
The　dynamic　spectra　of　the　magnetic　field　variations　observed　on　August　22，1974　at　the　off－
magnetic　equator　with　the　ATS　6　satellite　is　presented　in　Fig・　1．　Harmonic　structures　are
clearly　seen　in　the　figure、
　　　　　S迦ilar　hamonic　structures　can　be　well　recognized　in　the　dynamic　spectra　obtained
at　S｝rσwa，　Mizuho　and　the　other　stations　located　皿ear　L＝6，　exhibiting　almost　at　the　5ame
frequencies　observed　at　the　satellite．　The　detailed　discussion　concering　the　ground　data
and　their　relation　to　the　wave　characteristics　observed　in　the　magnetosphere　and　the　magneto－
sheath　wi］LI　be　done　in　the　Part　3．
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　　　　　　　　　　　電磁流侯波（P。3、4占〕の発生・伝播
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば醐正1芭＼岡眺美（雛樽・膓酬
1ぷ腎地織欝（織㌧罐麟。£ζ窟議㍊；ご
↑㌫，」耀肖罐菖：1PD麟騨繁捲、フ’鶏’ぽ二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，2－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SEC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ
Fべ】1．A…←い・・』・レ…ぱ1・・酬
f1〔t） ：き；；．
：蒜
；i蔑
f2〔t｝
F工LTER
FFT
FILTER
FFT一工 で
τ
??
CROSS
　P　佃R
　亨FI　F2〔ω
FFT－C12〔τ）
　　　　　f12（τ）
汀12（τ）
φ2（τ｝
SPEC　RU！F’　F〔⑭2　　2
［［ト ?????????
Fiq．2　Flow　diagram　for　the　digital　correlatiorl　analy5⊥s
　　　。f　P・1　eve・t・using七w°sta七i°ns・
29
賄層圏イ娼成伽4韓飢孝卸蜜イし
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惣簾齢聯㌶響⑫雛㌘
レL鞍oぐ重晦であみ。
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り・輪悔2イ直臼り織の吻い物｛つし
イいくrル・⑳孜菜バ7そブ油Mイさ仁。
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袖充圏・碑函〃Oxの「チ編則
　　　　あ木骸繊豊砦田晃
　我4は極蹴涜園・疏脅困で〆賭鍍の
〃ρメ窃劉庭．でさる劇鵬の闇釜を7そ㎡ラてQ
蒼。こ♂閣老の掲κ亙バ射褒o捌彪十吻ドつ
いて速べろ。
／．封緬〃o耀1搭
　タ…『癒園tく君いて任成弓・圏。仁りψさらに低
覆度の〃磁を揚庭すzじとカ《熔束される・
一畑輪創浸く椥．し〃一じ捌麟
　いての惟能t享予定o感度パ達嚇卸t・る
仁塵を性ψ檎され1こ。グ燈φさらκ横玖
惑彦色」司デる努力必続ヴτψろ・
2・繊田ゾンデ
　タ書翻用劇爆との主存違い（寸大灸o吸
　引システムで’ある・
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Atomo3ρheric　七8des　in　ρo｝ar　region
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．Kato
Radio　Atmospheric　Sci．　Cen七er　Kyoto　Uni∨．　Uji　611
and
　　R．　A◆　）incen七
Uni∨．　of　Adelaide
　　　　Since　　clagsical　　tidal　　theory　　uag　e5tablighed　in　七he　　19608，　　many　　ωorks
ha∨e　　been　done，　considering　realis七ic　a七mogphere　in　the　presence　of　digsipation
and　　uinds　uhich　りere　neg｜ec七ed　in　七he　classica1　七heory．　　Recent　technical　　in－
no）ation　　ha8　　made　　it　　po8sible　to　obser）e　tida1　りinds　in　　the　　middle　　atmos－
phere；　　tide3　　are　mainly　excited　near　the　groundg　and　tra∨el　through　　the　　mid－
dle　a七mosphere　七〇　七he　thermo3phere．
　　　　　It　　i5　　∩ou　　revealed　　that　theory　and　ob巴er）ation　　are　　not，　　in　　genera｜・
in　　good　　agreeme∩七．　　　Hoりe＞er，　in　polar　region　the　si七uation　seems　　fairly　　op－
timiヨtic．　　Especially，　the　ob巴er）ed　diur∩al　tide　in　polar　reoion　8eemg　七〇　　con－
sis七　　mainly　of　the　（clag巴ica1）　first　negative　mode　in　七he　middle　atmogphere　　a8
uell　　as　the　tropo8phere，　　Houever，　in　the5e　regions，　七he　obger）ed　amplitude　　ig
much　　18rger　than　七hat　expected　from　theory．　　This　may　suggest　some　migeing　heat
30urce　　in　　high　latitudes，　prese∩七ing　an　intere8ting　clear－cu七　problem　for　　MAP
in　the　region，
?
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新80朔。ド，ブラ弓一タ茨駿初期絃果
　　　小川忠房五ナ嵐喜良，犬瀬王美，劣谷鋤罐波研案断戸詞乎磯）
　　　　　　　　　　巌井　良一，平沢威易（極兇師R侮）
ク4，掴の本〃束ン’ウム】ぴ・［　D。・b｜・P・lse　M。d・　5・MH・　A・g・23．1982
て．別ρ期洵中にみヴ）日彦和夏地て・の
レ〃戸／’ツフ・ラーレーダ寅駿」†助じつリマ
述．べた。　牙23次隊仁よフてノ、釦〃佑レ
ー 9’4．コンt’ユータ系Lし，　7Kギ面内マ“条ξ｝4ρ　3
σ）ピ‘一∠へ中68毛フアンデナ（亡・一ム1まる1三345
南（細8）L地規的南（44ののz万向）がξll：
設置され，／タρ孝z身オ・5慰貌に入った。§
牙パレづが3彼類・』洞毛一ド（ズペ
クいレ、タ＾プレノぐ・レス、：緩の蛤毛一ド）
のラ51檀4負きLjき…択し1L初期ノぐラメー
?
L入ズ7了3と，言ナ箪∂≠奏弗1｝御↓二よリノ　レー
ダr‡白動星転⑳汰態にな3，　こλによ
リ、　今量つ　テ’一タ取〉粂㌢解オ打が可肇．し　67
方。ろ講演でぱフアクシミ・1で蓬5
甘しτぎ　た　，　し’く　フ　カ＼⑳　一次ヌ！レ双テs　’　ヲ　を
紹介レてレイφ呈用が順書皐4郁祇て
・・｝二し玉報生す3。
　図1感ダブ｜レ酌レ又毛一ド邑用τ得S
峠ε層∫・・W婦i・団エコーヲ鍍（坦）
じ乏均ドソフ・ラー速度（瑠）姻聞対エ
コー距繍商図τ・あ了（六きごぱ楕諮（化
してあリパ時鵠ぼむ了鍍ぐ孟度
θ〔メ1きし、）。　このヲ多‘1で’▲まξ〈ヲ8とψメイ」ア
ンテプtゴン∠、セ5ノ捗4ぶに切ヨ冒え1・）3，
2賂〃η閣凱餉ブスト劇・イ半・マノ
E層じプラ突マ干安えが馨生し．重与の
ドLリフト｝才概畷束、向き（従？〔てシ・エソト
電充晒伺川ゴあド時市川．
新レータ㍉硫星エコーカ’う，勘一ρクズ規
あ度の風系、を知5こLがでぎ3（うん星モ
ー ド）。回甜流星エコー強度（上卵
しドッっoラー拷弓（下虐Dの9考問変イし仔1てぺあ
｝。こλうの波．助解獅がう．肪叡豚叡住ウ
ぐエつ一競（田，紬、の視魚ル麦（吻・東
め5〕ハ⊃．
　以上に入し彦よ〉な一次メ㌣理データロ才
MT仁礼縁ざ爪て豹・リ，帰司後、に本穆的
角轍が髄さ担，編㌧24・隊て・・雇
〃ユ彬zレーダ「δ」旦ヵロ整備され3。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　官閻　宏
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極飯Pl似～甑Cαvヴしオーロラ現象ヒ砿硫関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮同宏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立極地研究所）
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づL欧北極園1日、。お、寸るεLF－VLF竜磁援虎予確舗翻昧
　　　　多苦猷彦吉砲祈亥町
　　　　　縁面修天，　荻％老諺↓　葬冷芙亥。
　　繧題の灘Σち丁厘したの｝よ、森ヵV回’ラ霞毒P祈ヌグループクミ、血い緒柔MAPのプロ戎
クト，こ劇癖して菅姥を祈函しτ・、る北鵡仁激函内キルナ市聾升エズレング1ミぶ‘r3観ラθ擁†
望Exosイ♂デーヲ劇言、・戸秦して、五セとこ7・工一晒，・εLF一レム’励刀の∫戯
司薦観動き宴識じた・・と考えτ、・るバ、血昇鍵扉エ乏・の人工雑首1匂茨瓶麓’エ晶夫切一途Σ
たビつて・・3ゴら、目忽彪噺ぱ上硯痢望癒1。あたフ7ほ、あら㊨・こ“あ髪売硬峨’1・よ1†る
、勧多疹境5、仰福・ご砲産‘7ゐくミと〃ぐ茸・穿z・功3と方えたゴらでみ3。
　　幸“吻57琴笈，二治4｝琴妨調重千5須としτ、予％調蛋のを姥パみとめちれたのZ・、妹
工・・肺靭助、研勾旬・魂つτ菅妬斥工礼／ヂ”’ひ穐2ξ㎞・綱・佑赤・’
1†2弱吻捌丸篤穿切’著）5邊報する・
　　実施し傷競。翔痴ま、3。膿。パ90κ格’・臼固云段旬痴1・〆を彩綾久’“フレ’・冷
昂ゼあ3。　　肇峰万助芝は工多2固凌8罐⑳’注、30（ノ3〆叶あイ00履～9端遷ノ石wgO
kぬのろっのバ・ドに鶴パZ多了フたρ　穿4友・瀦酩捌吃・ぐンい・砲肌た釧を痔
胤（D。．A賜煽臼とあτぶら．
ゲi表．調・陵バガと剃乞該
ラ則鋼フ鰭蘭豆 棚須・協を つ4A寡　彩
30～ろ06Hz飯』，施c。1～可P・巳㌦・耐
（轟嚇ル鵠年）
磁疏獅ll
，60兇8κ眠 レ∠肋・，ば吻、己
Rピ（違れ培ヱ
（雪輪嫡紳
カセ・けつeコイ
zo～9ω砺酷㍑竃陸碗，搾高謬作） 　　　　　　、‘ガセ・｝テー7『コー7
　　捌定砧累の解打は、戎在コンじρブクーや　スペクレ’レ布W器ピを党牢で蕩3バ、εLF
』吟凶の詫穿β・ら．全癩釣，、いえうこLI」、　ゾ獲イ0κ〃Hぬ埠に還碗を1線ぞ睦捲3衆のない
・峡バ伽撫碑・ノイぞ・べ・バ蜘百1㍉・砲偏H・パワーフラ・クス・粁と
なり、そ石後の5wヨ然㌘譲観刷ρミ司Σなことφミz仰こた。　　シシメ・ゾゥ4の序ぞ・琢・
池‥鵠れも・，ぼτ麟陸・をる捌をM・’か川ハ・屍日報古行・
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嫁B≠一プノMKよう在玖り賓声線荻編磁畢力酬
　　　　　　　　　　　　　　　　　偏委神ダ畔蜜露糊
　f．　ばσあ1ニ　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ、蕎寡，
ぷ裟繧煮灘：レ鴎議；鵬ζ！㌘；㍍驚灘『
ξ霧絃講竃屍㌫≒㌶赫㌶㌘㌘蒜㌘㌘蕊灘灘鴛ヂ
也β物非緒彰ど古ソ斯醐ク寮笠鵬靱煽、●昨4・ミ坤じ働繰放射閲辺z・・
乙φれz・・方『，こラレπ療力徽揚クブ〆レクろこレダ吻プろザ周※索聞佛声々乃勃凌萄づ
兇膓鋤翻魂IJほレんビ乏ラめれz＼＼な×，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ蜴’ら⌒ヤタ泉ヤ∀⑳嚇でt61な～・巧膨
冷回は、才〆ロラ擁動助二繊㌢用、、て蓄逢　れガ紗ん・化り撚’移《声灯鋤掲乞存こ糾ず微
線聯り勧剖碗・、，L㍉り蘭⑳τ㎡フいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勿存，季丘獅以β獅恒、剖虎噸魂崩竣i者
禰彫．　　　　　　　　国倒鋤棉κ磁レ解凌菱・レ嬬ρκ〈…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し仰㌧Zミη入くワβt㎡ば勧線茸筋く1関血万
2㌃嚇↓．　　　　　　ジミヲγ。／り卿｛劫ケ．、一ア，ミク嫌㌢
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南極観測船「ふじ」による短波伝搬モード
　　　　　　距離符性の測定
一之瀬　優　（雷二波研・干磯支所）
　　短波のイ云搬ほ電離層ど犬地の聞を綾返し　月289に行われた．得ラれr二斜イオノグラム
反射しながら遠才までイ云わろ．　そのづ云搬2X態から6貝寺聞一毎に10，20，　30M月z　の各周波数
ほ時刻，伝搬距離反び使用周波数によつて文　におけう伝搬毛一ドを蒙み取fl日隻化き含む
化すろところの伝搬毛一ド1・よ・マ左をされ距離符椎ヒし靖咽にし仁．図申の数恥
る．蚕埴い伝搬状態1鍛t反射回数の舛彩肋反射回類嬉は反鵬乏衣枳7い
㌧、伝］般毛一ドによってイ尋られろ。 ら。逮距離にお11ろ10M〃z　の伝搬lq非常に
本実験ぽ伝搬毛一ドが伝搬距離貝骸恨多くの伝搬毛一ドが同時1・存在しマ・⑭が’
が周瀞如司つマどの様に彩ヒ栢か閾べ
た毛ので「あろ。
　　周灘K刷陛斜伝搬サウンタ㌧（ケヤー
プサウンタ㌧）送倍機鏑極観ラ41陥「ふじ」
20M〃z以上の伝搬ほ単一毛一ド伝」般となる
時聞帯が多くなろ。しかし，近距幽・おいマ
はi多1し川司ラ皮お（に1電編を突∫友作てしまつマイ云
搬不可能とfJろ。伝搬可能な周波敷範囲ほ距
仁積載し南極迄の舷路途中毎貝41～2回4～　離及が時刻によつて1質イヒ〉すると同時に老トイ云月蔓
30MHz　／00　レレの電波を発射しながら移動　毛一ドによって異なろ。第2図にJSTI2時に
しrこ。　この電波を乎微で受信し斜イ才／グラ　おけろ最修観測周波教（LOF）及び各毛一ド
ムを得仁実験’ユ茅四，蹴θ56午ノ川2弼の最高観須個波数ぽOF）の距離粉担掛1
～12月27日，第2回，貝硫57午∫日25日～12ヒ．イ云輸能・調糠範囲・⇔OFカ・らMOF
　　細49鵬、　　　　　　　』．　　　　　　　　　　　　　　　造であり，この内単一毛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ド伝搬ほ擬線勧セし仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抑分ピあろ。この周波教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　範囲～まイ云調｝｛韮！巨離　2000　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3000ん槻　ズ最t広くrよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、それ以前債び八後の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膓巨離で杖くrJろことカぐわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かっr二。
　　　　DISTANOE（x1000　km）
i茅］図　イ云搬毛一ドの距嵩住貢イし特性
30
　
　
0
????＝?》
ンOZUコOU??
／N’戸・
〆一♂／ニノ
　　　　　　　　　DISTANCE　｛XIOOOkm｝
第2図　ノ各イ云搬モードの最高観ラ則周り〔三参〔X巨爵生4手1生
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柁上（倫気味）斎ひ・衛星⑳司時観測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴田　：告一戻o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　守宙科含研兄wT）
　80笥応後千からqo笥馬初頭●極域〕夏象　Kζさ電場・1湿場計測と柱軌麟星Kよさ亀
⑳厨椀惰拓を准馴可3と1現丘直行中⑳計画場計馴（モ同・・Z・う妖・官●・），瑳工場酬（で
，癒爾爪直歩昧⇔カ・ら只病そ上人下脳aれ●▽巳計測）w晒融‘1ε提覧レ×u・
う噺究竃｝塾疏ので・1古以・・と熟フ。　気ヰ蝿嚇丁，施碕，卯・畦）ち計』4姉
衡駐題幅面乙・ほVl仁崎衛星柳s3－2．3、　DHメσ柏いズ七　・叶と拷畝レk商助稽
，2①諸呆と確訟レ，⊇～3（n新らレし、1則薗と土　取ピレ画当啓臨同「夙隔でmw多0†放ヰ可言．
し，ε￥。S－Dや。P闘衡星群力洲宛癌句勘苅ε
兼あ之甥㊥そ力髄kヒ・うであろフ．ア芭上⑳
殼輝∩面τ・ロ，Sぴ矩s98陣1ヨs〔ATあさい・oゲ
り一ンうント‘・移・k（鉱㎞・lk飢レータ㌔が昼瑚F
蕨電醜研究へ㊦nぼ直具い之足巻しz“
3宕あうラ．｝方、廻．表爪巖塑llもワo申∀筒キ
ドそマンへ。一ン〔一スで試δ†ら帆k多裳翰⑨lb－
一 層，洗縁工れRW多で雫旋ζ・ま3技箱偽『寺景
ハベ～チヨzいsz一あ3ラ．　書k叉」本Kδ3砂測
も毛噺司鞠栖拳いF呈と遺ザし卒η「磁
齢砂測〔一スとなつZvlsz・∂βラ、従）て
袖蛾爪砂測と・・ウ頃τ・口，以L川フ・．
皇，い夕9一群，趣蹄聡多職［泡‘、駆
石獅◇に組叶合わセた嗣愉画乙丁ミてさ・と
二〇気珠科1・」’），㊥場・〕随場の固時多頃千’
－ 71／ド借ら敗3．　二れと衛里苦霞の電璃ド電
三糺乞妾如直毛ぞ∫レξ一イ「iζぎ6ミ・〉こ　ε斥でヨ“Cダ
　　　1寸ηいム・・1わ1鶴醜のほ禾゜
パに劇司る新らレ峠Pら・綿ら畝馳寒ら
れ5、
園随えθ羽師壇象
　ηo　再4㌔’侶キ｛ミキ？二（P・一ン〔一スz一阜旋
ユれrミ駕東饅到萌詰果，6並気愚丙（へVLF，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衡　ULF鴻齢も随若ふ6観避、ws場名1和腐ハv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユOOモPメー　トレ蘂～とし、フ「こし（ハカCし応’レ冴’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶数エMZし、3。ご∩結釆ぼ㊥袖序嵩暖τw
ゐ、’で乏3環1鷺kあ3ヒ考えこ“しt砺では勺n　衛星看更馴と1？ゾうδ“レt一毛正レ百‘へぴで，小
・、と知．ぽ，・嚇⑪・町極域亀嚇触パ1・・・…やトト・）パ経（
の咋霞し殖り麗理工ぷτ・⇔と思晦畝訓4砕恒鵠）・繰鰻別と衛星観劃と・比
z・，総合的億観測ε失趨硬k雫旋斤葛のでn職L建非一度亨施可3甘辱かあ3。　書ロ，
ぼく，1町饅曼そし1ず，て，観測計趣ξKて＞
Uく二と耐
山さ、
これヒロBllに，極気｛魯全砕爪瑳輻ヲ・鴻鳶わ恥《L
一 層ば零K噂・ζ“3と黒わ咋恥全体1駐Xヨかに把硯和食味Z㌧註
序オ危〕Eえ（（fZIは■℃†9づC却宝璃1つ令甲
しE看身痩‘1牟ぞ（パ曽肋麹判と黛髪舌自洲（M㍉烏槌
　　ここで・iτ詞力K，（」）破電締φ丈埠夜　衷lltl¢零？・あ3、　WLO3秦5e到1こラし・～q
違射フ，βび，〔ユ）随気困）臣奪fフ現象⑳二つのや〉　，極℃、Dボっト比Z坦∧之い（げ専色張く
古一些》§TJ漸慶課験Kフt‘て才t・厄7の初遍憶†画　鼠じさ、
’じi工〔て叶kし、と恩う，
ω雁戒電擁rΦ丈規硬箆勧
　工袖F隻勧「ブズトーへ愁生1ミ伴・て．
廠域電憧層の繊りv時同的にどう艮応可3加
ε調wさ。こαK胡K尽，亀場、電克o肥
鎚看捌刷δ専で隔と考乏ら軋3が．これ
と実現可さk“1く，不途と慧出さノkw多（ハ気ヰ群
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曝†
EXO∫D討画
牢宙叶学石汀安所醐∫DW牙．世講人　ズ家官）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内ρ，フ。ラズ2伽ぽ域の媛憤）・
　1．観測麹的　　　　　　　　　　　　　　　　22　葵通稀
　ズーロラ発生の薇構のあら書しは、過去の　　芽通智輪13以下の」うに1）穣債郁、1り電
研究の績み£げとしマ明瞭万なっτヨβ。し　源頁，∫リテレ〆－9伝送系，籾コマ〉ド系・
かしどの領蜘つ加蓬戯が存石し、杉れガレ1レ沖矩デー9処ぽ制了卸系，Vl陵タ制御系，
かなる物理過程によっマ粧3じ、』一ムの柏速乞　㈲衝星偽璋度系，vll帰蓬漫入騎綴据茅、琢り
生じ7いるか、粒ヌじ㌧ムの発・生仁よソ才一　なる〃・一碇来の衝星観潮¢」り確立ゴれ乃系
Dラや．曾鶴層叩に生ずる結操レ穗どのよう↓二　の厄、特に蹴つでほ　電源系でほ二つ斡パ゜
翻御プれてしほ劾，乙しわた問霧日全く謎にLりし中枢ヲ‥9処ぽ鼠び期愉系でほ高辰任
つつヨれだヨ3τ腸る．2うしたズーDラにした中樫コンCらL－9’ヨた．才一ロラ撮像
か刀1わる謎乞解く乃め、日す稜壕．E層％OD㎞へのための三軸徽御カメラ台の聞発を行う。
瓶必D㎞の領厚に展聞すると考之られる才一ロ　　23衛星の構辰
ラ劫写の加速域に観翻霧乞段入し直籍に電磁　　ぽ0∫－Dほ7ひン理衝屋としτ軸方向乏ス
湯や粒3の工字ルギー分布加速厚の〉〉ズ湯1二項白竺ゼる。衛星の全質量ぽ約了00㎏と
7条件乞詳細に安め、粒3加速のメカ＝ズムなる。（叡09りの氾念図参照）
を明ら汐ソつする3乙が午訂夕どなフ7芝た・
　7一ロヲが爆発的に展闇する爵、学官に病
っマ才一〔〕ラ電波（AkR＞が赦鮪プれる．学宙に
面フマ激しし｝電浪乞放動するi惑星ほ厄に屯あ
る。それは、ジ本星やコニ髪というズ変亮・達した
磁気匿巨もった巨ズ憩星7“ある。了三に以、
ズ【一ξコラが廃生し？レ｝る2どん近昧観測フれ
3釘ち虹げロケット駄蓬
口o∫つ嬉M－3鍍璽ロウ〆卜乞もって
遠党点
近勉京
車頂領升
巨ズ宮星の電渡の発生のメカニ7ーム乙把姦のの噺麓に漫入する、
雷波の発生／カニZムぽ基摩助に周じものて“
ある。抱擁にぴブる才一ロラ形萩のメカニZ　4宿施毎況言遁
ムの解明ほ、した〃瞥’っマ、聯宙に広く霧在す
る躍化芝れ乃ぞ体の其湧簡額7あり．フc腸電なづ子宝である・
済，麩星電波パーヌトの他毒くハ。ルサーの
アラズマに生じてし1るであろク学宙の神牝乞
間近におい7解明百るzどにつなかる・つ募
り、囎0笄代の勉錬外園の戻査ほ単に勉鯨の
現象に対する知見乞広のるだσ7なく・ひろ
く中宙全鰻の〕亮象を解明∂る乙いフ乃穆野に　
立ちその寛孝口丈ヨいρヱヱに．学宙磐学研
党簡？ほ以丁のEyOぷD釘苗乞しτいるρ
　2．衡違砲罪
　2］　観測装覆
　日os－D〃二堵鍛を妄之うる糎測装竃↓引ズ下に
かかわる痴のである．オー0ヲ像ノズーロラ
電波／才づコラ粒子，愛蜴・磁場（加浬蕨匠中
lo⑳O　km
　励　 畑
華極叡蓮
巨XOSゆの安施纏↓Z下の茸〉ズ訂画に∫って行
昭和58耳度
　　問耳度
　　硲茸度
　　‘1茸度
　　62茸度
　　63毎、凄
観測研㊧班編夢基躍養爵
衛星試作
　4　第二茸度
衛星愛穣製作（FM）
　　〃　繁二葺度
総合諒駿打ち鴬レプ
日の⊆つの穆倉図
一〆匡
4］
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将ネ⑳衛塾親遽’いこ討応すべさ喫主プ兵観則
1、・ロ　　晶　・　瑳×握
　　ラ9穆赫別の声雇にと毛勺フて出ヰ’周〔どの
軸！パヴブラぶ溺のf同隊碗酬が
稜み上ヴ外，計し・蚕史に亙ゲ・パや見は
乖融ハじ佛天ロヨ巨が：う謝に市う碗・
杉プラズマ鳩濠づ物｝霧西肴を朗らカ・にしZ行
く佐あ均♂墜1σ礼ラー形のフあがダ穿τあ」
乙考三～札3．ラ斯叉に（B反の城r卿ごワ』て’13
｝映1窃記梱τお・τ、1｝寸イτの坑蜘二
亨れ引3崎司・1を桐越bの令み∀’困拳で（恒ハ
，手与1二5按勧や荘＋つ輿殉逸ザ孝喧βウτあぽせ幼
の角きにつ呪・榊∋が噺い・カへうビ卵．
才一ρラ粒キ今入酎楳楕や磁気圏尾却τ角工　功1図．馬絃θ惚咳φ・う中繍廠乏カベーす
ネ、レ千一鰻壕画皇京ε・｛□L笑乏／彦ヤt巨E・xo　＞馬蓼康瑳1則※科⑳可能性．
～つやOPEV一丁のδう川6惇1泌旦1い3、二の
δう7乞咋τ，・馬崎国・空巾令鳥騨し芝毛つ遠私毛勧4助じ惰級ゲ曙シwも袖ソ1束庇置を考
力癖t匙上多呈観勘1と債疇巴恒施す〉こ乞によ　⊇3‘比、奪ゼあら．輌・うトす卯3．例＞1ゴ倒矛
・Zその主あ（乏搦躍βう・＝坤穴づ亡3二どボZ“τ30勲号の蝿種の島桧に神オ3碗｛量の一莞
壬き．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であ3．
榔順る和多咋tδいゾ．魏鰯・舗蛸・似洲棚防釆互ナM戸机州祐あ⇒刊
唖叱鴎桔四悟傷卿吟…陣瑠・一・1梼わプPゴ・頑ワPら・拓〆叱署とづ鮪舗ら
摩。純酬綱唖置し，そ殖頗をい戊囹訂仁加ゾ印旺受1協，稗埠旬浦則引～
入幼工わしギー魂胤☆のづ苓榔口勧へう蔓挨∋砧傷榊物ゼ’プニれら老，吃中どれの屯
漫汽乏直うごとρ［τさ♪キ耗履のメ・・’レェ，　微P通ち7観令七τ配蓬一う）二℃ヵ“を熔ビあ
倶6ごパへらが’令磁」し困ロ楕砺兇猪パっ市一かや　〉．
9⇔キビ叉戒しξITく遊秒ε含困べ3官あグ・グ
ρ・一∫▽レノッンユΣと軍ねソ夏教与澱～’（て
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極域大気球観測の役割
小玉正弘（山梨医大）
　極域における電離圏・磁気圏研究にとって．大気球観測が地上観測やロケット・衛星観
測と比較してどのような特徴を持つのか、将来計画に当ってその効率的な運用、果すべき
役割などを考えてみる。
　原則的に言えることであるが、気球観測としては他の観測手段ではa）不可能か　もし
くはb）非能率（経済的要素も含む）な観測を優先すべきであろう。a）としては、高度25～
35Km範囲でしか得られない物理情報が対象で、オゾン，NO，制動X線，電離度，電場などが
ある。b）は気球観測の利点一長時間にわたる遅い浮遊速度一を積極的に利用するもので、
L一依存性、南北半球共役性などの空間分布に関する情報である。極端な場合として無風下
での静止気球では一地点での空間分布の微細構造探査も可能となる。
　更に最近とくに注目されるようになったのは立体観測で、地上観測を基盤に気球，ロケッ
ト，衛星と順次異なる高度での情報を同時刻に捉え比較することの重要性が強調されてい
る。気球観測では、例えばX線の時間変動にっいて地上のVLF，ELF，CNAなどとの比較、空
間分布については可視光との対応などに意味がある。
　これまで日本隊が極域で実施してきた気球観測としては．昭和基地から1968年以降38機，
スカンジナビアを中心とする北極域で1980年以降6機，カナダで1980年に2機となっている。
前2者は今後も継続実施が計画されているが、それまでの結果をふまえての具体案作成が
望ましい。以下それを項目別に検討してみよう。
　1）打上げ方式：　単発か連続か
　2）PIのデザイン：規格化か特製品か
　3）PIの種類：　　相乗の是非
　4）同時観測：　　地上一気球，気球一気球，南一北半球
　5）テレメータ：　移動局と固定局
　6）国際協力：　　ノルウェー，スウェーデン，米国，ソ連
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刃し千弛μ鍵夏峯影刻（現身い材柔）
　　w寸　貌人　・系者兎Lオ逐已笥視昨
　ザ笥齢左・・お川∨L千力更麗工暢ラリ］「∫翻℃与レレ飯牛ヒづ・・上策考イ5・
麹鶯：裟竃竪㌶㌫∵1：1㌘｛∵㌘∵穿、
㍑鶯竃鶯嶽星㌶嶽㍑∵∵：㌔レ1］
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蜴知鋤也レニわ汀る才／助・嚇総楡蕨ヒ副三スヲ∠・♂将象傷・
福《ψ　拓（綱）
ユ．しゴじあに　　　　　　　　　　　　　4ミ硲知多姥杉ゐ‘ηろ戦‖シスプムの梢剰募
　　インロラ棚・ぱ、磁与圏鳴鶴圏繍縮　　／％研～／外／干めぴ粥一ρ観蜘抑愉・
糸ゴ足れい砕規原丁♂アラずマ描矛ガ堪過以和祐鋤こ泌粂芽弛及びそあ囹立地域1・祐
彩であるニヒ。囎ら川諏リつつあリ．↓妊駆れる二⊆ρ濠まい・と鴇われろ’
♂臓縫電なヲーマヒして縮Lざ↓Xて・臨ω地裸剃（聯宴他）
d）磁気駆蜘二動イろμ棚・蝋　　　磁ガる仁uレ臥εL看、）田拳鋤観到器、醍
（z）沿蜘鯉揚しにょる磁気圏融膨圏⑳循・含
　暴挺
o）ヲ6滋吻線池手抑逸稗篠
　ジ↓4らク解毛締b岡ろ1，1才一姥五方、ξ観
測網、気式．ロブヴト．篠声蔓田い仁方伍的
古彬ηトメ1タ’、楊Z方トメーター、全采4ぴラ、
イィプノゾ〉・デ：　イーOラド〉フ。ラノし一ダニ（以よ
陵得施報フ
摺化lj才メータへ立鋒ガラーイレ・ツイン膨プ弓一
レタニ
穿囹碕観剃wご最も匂初硝綾を兇われゐ，そ②多点・襯寸
，で，司叫。憤刈蜘嬢1・つ、、て裾ず転額剃点；聯プず臥セ1ゆグ4、
レW栗鰍暖弛ヒ9構勧幽袖移・・　外嚇殿焔囹綱W繍処・・鰍
にフし・て述べろ，　　　　　　　　　　　　　βo㎞　Po　1ピノ肱レis，μ〃∫ρη，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M・乃品吻必声芽・
Z．イ絃71レ←づ一〇ラの頑提　　　　　暴ほ鯵ll忽：曙麺矛ずほ、吃1ゆングン才周鯉
地上多ぷ、亙び知姑、：　　　　　　　　（き♪灸威
　イv仰ヲに」ろ才〆oラ♂噺嚇工を　聯フ後旅匁磁施綴（既移）
　蜘・醐　、担r桔鶴蜘鋤漉続せ1・P・タンち瀦徽
　　乏つ一　　　　　　　　　　　　ωロ駒卜（田知宴誕）
磁、牛口照哩鋤緬彫つ一　し一ダニ．礼昨傾k＋祐肪・’・Z繊
助FフプーPラ池繍薩磁鞄・を・ロラ薦　鵬麻蜘（レメ．工Zぢ〉欠てこ禎9冨）
　並φ／封’Aダ克、電勧国心癩翻好　　SZIO・310田ラ膓編’C酸存λβ52ρ彬ガγ一
　獺亙廿閤の醐ロクア4プ嫌　　　　　囚徹隆（昭如耗他）
解；ラ腋徽加蜘輌嚇的酬　　V踊〔｛ろ6肺）、U鰍物幽）雛懐・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實バンド（1、76τH＄）後緒由穀（ノ7ラボソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブンラプ直楊1．βm）　tレ火工君短）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　后XOS－P、M壬丁β刀てL〃P3μ丁印登修施設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∬、の～ム75（…ケト「z／2r・Z～Z・36＞’イ9ノア膓ラ「・プ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直伽o例）
ろ、ガフプズプーリラス萄免
麺工多迄、ゑび※役点・：
イVカメラによう犀動φ寡根杜痛窟測
A訂イ屠埠砲概勧A蜘．クター
　痴孫；メ｛復によイ麿朗側劣み一ズ’ズ〆リク
　繊φ観刻、x恒煮・ずφ同爵観損u仁よう
　　兼勧批ケ姻動予田編ヵ解o同
砺ト；細〆ズλびκ1しψち〉グプづ残
　起こ∫粒をL発す向葎め関イ糸ぱ酬・ラ倍
　磁力線電素冒一P今致陶旙遂め関株パ看艮
　頂り、イフヲ，グ豪線
衡彫：澄間側ゑび嶺刷dラ’％一ズ’7’oラ
　　撒等亙び章吻粒与相互伴閉ス看影則
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昭紬基歩セにおけ5人工衛星観測將来計画
芳　野超　天（電気通1試学）　福西　浩0ヨ立極地厨穴漸）
1、人工衛星観側の現～ぴく　　　　　　　　　　EXOS－Dの打Lげが計画ミれている。
地疎磁気閲の桁野腺特にそれ1・肉連し　此の情星・よ鮭初ミッシヨンが桧tお
て登封る極励鵬層規痴順に1まぱせ板勧．戯掬3万kw近歩醸き艸・
上観済［、ロケット窪見i夏・1ヒと・も仁、　一艮莫nにわた　o↓〈M、　軌道傾鍋犀175°o）準極軌道で1幸嘗歳
る累ね3高度におけ3人工衛星の直接観側が桟番は通彰の観餅X器の他、レLF・ELF
’文須と力る。　ヨ本南極観測rまでぱ、　エMSに　電波到未方旬探知装置乏持ち，　EXO》－Aで
闇連してわ7次触味（1976－77年）観したVLFヒ入の提生地臭：’到未加．
より日召和基土セに、　136HHヨ帯、　午OQ卜fH竃　γムFソーサーの発生ナ亡友，撰～生才X楕と静電
帯用人エイξ†星テレメトリー、・血尾受億据…置装破の廃生か5萱臓破への移行等の厨女，AK
置乏・諺、置し、　1976年4月よソ至更在‡でカ　Rの廃生1桟楕とオーロラヒス《の劇連等仁フ
ナダ・人坤藪SISヨ号・娚・鯉1バ、臼と広蜘に靴・塙度1・おけ5
を行って居り、1978年に1よ日本の斜学衛触1封〒う．
望EメOS－A「極光1の受信を行った。　　　　　EXOS－Dを受信するためには、遮地臭の
　此の受信の結果、オーロラヒそれに1劾里す嵩皮が嵩t）ため、B召和菱地の現有のアンテナ
る極域硫入7°ラズマ琉，レLF・EL戸ヒス、では利得が不足とね3ので、電界強度の計箪
・・一サー自縫波醗甥布峰生・枝輌研結果かう、少くパs－・⇔ド慣約伽
1究にお・べ力くの纏実の廃財叙蔵果の・・’ラボラ7・〒ナが、枢一ELマウント
を得た。　　　　　　　　　」二に鉄置祁’鴎があ3．輸送上のす伽重
梅蝋気象塑K、地形．噂学白搬測量細⑭イ臼と，／o側φハ9ラボラの耐願
は，観測臭数が極端に夕ないので、人エ衛星携還．を下げ3ため、レドームをかぶせ3必要
を用‘）たりモート・ヒンシングが行あれ．昭も考慮し臼けオuTな5ゐ・㌦
縫地では同ワ6年3自より舶Aハづ5，　此の様縞誠用アンテナが瞬峰地ヒ誤
午呈，∫呈によ5極咳気ゑと愛分布，地表面置せれた場今、今後’よ高反の累力ぷ又傾斜
温度分メ戸左、　そして1980年よリLバ’ンド’角の唄ゐ3勲選［を通る枚数イ田の衛星と地上同
く1、7GH夏）受イ套悲置を増言失して，折ガうのPB考観漫1・8行い、よリ実B考由の近・・時の立位間
OLEX，　MAP言栖・こ蜘紅た丁’ROS－N，蒔勧・1を実旋す珂能性が訊ア島。
NOAか6呈、門の超ち分解能㊧皮ξ忙よ3旋・て、今後の昭嚇地1・1ま，織の川
地表温度、蔦］史‘OkMまでの垂直温度分ψ｝「　総400トイ取夢）　用アンテナ，從．まのLバ’
オゾン分布の観側を南始して、掻頃の気象・　ンドパラボラアンチナと，今回の／O物φア
大気！旛ラ累，凍ラK塵昆硯11等に珍大の項果を修劫た。ンテナの3システへ左同暗に，幣晴3里用でミさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ）にし］らけれ1ざ臼5七い。　膓更在のt／HF，
又精未減　　　　　　　　7・テナは，1976年に建誤し（煤」
　斑気圏の厨たが鋲す5に侍bい、極城に　でに8耳芝経庖してい5ので、近”将未芝千
おけるノ，エ街夏酬は今後蚕パの重輻戯の性6胸切よ．鰯更新ε’史要とし．耗
齢．現在日召碑堤て運用和栽番1よ、当ネ刀酬のLバンドパラボ引さ、Sバンド乏噌散
鍍約70。。k側までの葡星のテレメト1ノして，イ鯖劇鰻を信雛として整補ヵ喰
一 受f言乞方慮して設計した．今日までの1訂克考であ5。受信デ＼タ解析．継計箪、プロ
歳果力・ぽ尽、今後の人工f鰻1貝促ぱ一、グラム顕咽コン巳゜ユーターの鉄観早急っ
よいよ測定高度範団之拡大す3必要があハ、課燦の一つである。またDCSシスアムのシ6
1官曄に・⇔P酬計画の一つ・して、翻考慮力’噂が疏。　　眠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46
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地磁負搬己1・別魏上ヴε，観測
佐藤頁雄 固立極鵡舜究所
　θ左r4ロ差まeの土℃磁気ヲξ役、卓．がアイスランドで’あ6こと’」よく夕Pられτいる。　硯在，　南極で’
デーダ奴録‘行なっτ1・5｛4i拠あσノMo（o（¢εみ砿γ4基］叱巧芙役、乏，¢丁べて7イスランド本
土内1こ位置可3。
　’9ワ？4つ』P年リアイヌラント’HuSα亡e‘（で9芙4貨、芭」観う員’1ノ及び’∫9804↓メ閲φヌカンジ’ナピヤ
での勧悔菓かか硯象・芙役・性の有㍗・・θ躬・・1・な・ノブフあ3．拓中で＼縛に季節変
イもの　みで’な（・1e域差　（磁」カ　4泉のイ頃き　’　強度，閃壬彦繍度等　み　差ノ　か『硯象、の　差　と　↓　τ　出硯　1　て
い5ら1いことカぐわρ、7てきrて。まrこ，工吃磁気X4安o与．のイ立置老U丁ノ孝節によって犬きく
雛吋ぶ図に3、卓．の芙撫吟季節吟闇箸待系げ・．この図〃弓・8ち・咋拍に芙役
／俊を議・論ず5rこめにぽ・老・r：1丁の1観汲・1でぽ不十分であ5ことか’わρ・5。　そのτこ助に，下言もア
イスランドて”の観測をノ年以いこわτプ絃統勧渓施丁ろばか・｝れ」なく，スカンジナじ
勺グ’いンランFで’の彫まデ㌧タ袖《録壱、ほとなる。
頃　 アイスランド’で’予定！τい6観汲lj壇εヨ
　α・∫γ。ωαづ芙役、壱．イ寸近」・お’15観到
　　Mグ姥3頁分・エ・よ・・そlb・3成分一ばメータ（マ’・チど㌧ム）ノε乙ρ一レ乙ρ電
　　波’掃天フオトメータ（告7ワAlHβ）！匡〕患方イ立フオトズータ　（42ク8！I°）！全天カメラ，
　　才“－0ラτZ／3電元ρり。
　　デ㌧タ奴録は〒イジタ’レMT／アナログ朽丁，∧〃ンレコーダを仰用する。
　b・ぬ・‘。’M・ご・μ・2ろ・・㌍・照点イ祉での鋤傾臼
　　ぬピ・3砂・ヱ痴・鋤3翻”ノ才ズー引εムρ一レし櫃琉倒齢イ立万
　　L〆一タ〈427〃4つの徹噺。データ4繊はア≠ログ，デイヲ’タ’しの僧倒才あ3。
　上ξ乙観…ヲし1毛最低！孝レメ上．継驚花乙rZ　4〒存い，ケくと芒LK下の壇B玄頭ら6川二乙た白。
＊オー・ラ写鑓，皇閣分柿の彩Z催（全芙カメラ，フカヂの
　＊賑「断ρオー0ラr　フ’／・’〆スク’！ング』才一〇ラθ）女…7…｛〆性≡とイ立才8関イ芹、（フナー0「ラ↑↓／）
　＊才一〇ラジ’エッ←電才しのイ立置の宴fヨ4迄（ぬ8ηe3歳分）
＊あ坤・・ギー階下粒3頑ぽ性罐節変化（己～○
　米Mα〉舵右ep匂乙sα亡loのノ　ε乙7τ一〃ムρε籏∫5／o〃の文役4生，伝癩循牲等とそ♂季節変
　　化
●fξ）θ吾づ4箭星データφ“そ易られψし’ゴニれら窺象のイ〆一ジ6r－6窒とθθら〃・にて≠3。
　　　「．．
　　　1　　　．．　　　　Sμ輪（・甲23，・㏄．22，」。。2，）ノ
　　　1　　㍍．…、　　　　　　　．　怖鋤’墓妃（∫午23）・㌦6由♂ム・ザ靴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ρ∫ep，23）の莫役ε．のθち聞密イO。
22 47
48
オ1て7ラし一ダξ見頂，1の着来書十画
／1＼）II　洛房（電波研乎磯）
　　i．）まじ∂りに
　枝域の中1旬薗ク・5電離圏る反の夫菟
ぐプラズマの星動を地上で観測盲34
段じしてj呂右強力与右のσ工ぷレーブ
ずあ3う。　　工∫レ’ダ’η難、三，t弦し1
てあゾ相工㌧違投まが高いニレ，蹄同
石解能が々潔悪、レ、二し、互百向依動〆
難しし）こし屋マ＼あろラ．　　二甘し5つ寵
、昂エオーワラレーヲ‘’問丁存在し存・・カ・；
エ了し一ヲqのJFラ’二多くのノ“ラノ〈一ヲ芝
測定．¶5二じ’才イ可笥とであ3ρ　し〃＼
し，穀ヅ北改1・」媛ぴW〃ぽ一
のレーダ〈8ぴ王戊で目ざ’エし・成果
が得ラれフフあリノラ孝く工尺さdした
オーロヲレーダ協オー。ラや磁員劇り
物理研魔｝二た更投立フニとが’認識され
礼ラにわ・江．・のよう崩努
X踏手Lて，本講塞で）エ，胞加差κt
偏めま柱域ずの才一。ラレダ’観剃り
肖来計両レつ・ほケし正べか
　　2．　フr　／ロラ　レ　ーダ’
　1Sレータ隅し2皇7て、刀「ノロラレーダ
で）才フ診ラズマ干安彪で襲生し在マクw
与宏度堵勤が電波散丸砧であ3，征7
て，エコーが猿良さ束〉に子伺ラかり
橡樟ずエづ一叙域ピ7・ラズr矛宰定が
発蜘て、・殉胸咋5荏・㌦顧・，
レーダピー4グ后雇角、度・τ・磁力砕1こほ
ぽ直角1・丈わ｝’バ夢があ5。サブ・スト
ー ム蹟仁1ユ強・）・産揚の鶏蟹τ后層1二矛
中且が’発王ず｝ので，　エユーが期脅で‘
さ5が，静力・荏爵じ’エエコつま熱・・，
旗礼波長経度の工晩9山命寸i鶴劇チぽ正鳩
ド・リァト孟ノ吏τ逗勃寸3ので，　エコー
のドワ・・ラー走度ヵ・5正ゲ知μ｝二じ
に存5．多方ノ　エコー弦戻ウ’5エレクト
ログェ．ットの内静棟蓬！L知5ニヒがでぎ
5。二λ5によリ，擾舌L舜の綾ぐの見象
ノゲ解明℃ぎ｝．
　北枝威τの才ンロクし一ダ規剰の雇史
σ舌、｜ゲ，超あ層フ（、4物理獅究にエリロユ
置く観剃1乏1θ4前力、ラで・あ5。癩L稼劾
キの57雁の蕨功｝・刺叡これ仁鍋斑（北劇
《PARノ）（瑚呈グ計あナで多3，　こ八5！才
周一のを南願威ΣZ斑ゑラ・ラ司靖観鴻11レ，
王左べ・クトレ的・・次めて・・3・一方．南
極でのド’ソフ゜ラー　レーア“着乳滲1（サ占フ゜1レノ
9径如夏地）七1エ桂πη剃純ヵ・ブ，士地5
カ’ら逐，フた吃河領坂L▲引雰・・）司脅観：則可3
のず，z次元し殉ル塗洵秀解は悪）1，
　　3．将泉計孤
〔η疋加芝レーダ。改良一f訳ぴり吃洵
易解能芝あザ3。アンラプビ’一ムを方イ血
角方向じ可史L畜3、
〔イ）南極τviwレ　ーダ’一艦孝o差興しの他にε
う］地曳にレーダ包該置してWi＾レー〃“
釆互楊戎†3（5功妬’シ麺久のジスアム2．
この端金ノ窃解能と∫τ4尺£よリ¢よく才1。
しウ）夫使烏］㌦nし一ヲ”一解荊茎地のタ（投ち
のアイスラン戸《角「遥ノに（イ）し司縁存レー9“
柔ε置〈，tし㌔ωLω囲略絃勤ざ
也3，初頚翻いしては和口市・パ
よい。
　沢上司よう万着茅計画が多∠＞5グ，
特に技．術的困難）才，無U。　オンσうL一ダ
冴五暦向2ら続して榎イし瞬の超高ノ昏アラズ・
ての邑勤玉毛ニターでぎδじuラ圭髪危
璃販］シ¢クτ川う。他の距工多賜艮1ぐぽ翔
捧ξ1し1釧じ組苛ゲゆtL　3二しによリ，石菟
義1｝研覆が可能しな3．
48
49
再びHFドップラー観測の提唱
極地におけるGR酬ITY　WUEの検出
北村泰一、竹生政資
　九　州　大　学　理　学　部
　　一昨年のこのシンポジウムでも、同じ題目で昭和基地に
おけるHFドップラー観測を提唱した。　今回は、その後に得
られた内地でのHFドップラー観測の経験と結果から、　HFドッ
プラー観測の有用性を再認識したので、それらの例を示しっ
つ、昭和基地でのHFドップラー観測の有用性を述べたい。
（内地でのGRMTY　WAVE確認の例）
　　日本では、毎年冬になるとHFドップラーの記録がおおき
く波うつ。このことは、高く電離層高度（180Km～300　Kゆ
で重力波が活発に活動していることを示している。　JJYの
アンテナを取り囲む三点観測から、これらの重力波の伝播方
向が求められる。　結果を次の図でしめす。　特別な日（図
では11月19日、20日）を除けば、重力波は北西のシベリア方
向から、一日中安定下した方位と大きさをもつて日本に伝播
してくることがわかる。このテクニックを極地のHFドップラ
ー観測に適用すれば、オーロラ起源であれ、低気圧起源であ
れ、電離層高度の重力波の伝播特性が正確に求められるに違
いない。
日本で観測される冬期波動の記録の例C下1図）
（トレースは上より5、8、10MHz）
三点観測から求めた重力波の方位と大きさ。11月17、1
8日は、一日中安定した方向から伝播してきているが（平均
100m／s）、19日には、大きさも方位も共に乱れた。
　しかし、20日には次第に乱れはおさまり、21日にはま
たもとの安定した方位と大きさに戻った．
　L＞’ぞAX＃，2：．る：．づ；．1†Yえ弓‘
　苛5ド　1S8令　　n〆　＞1「　ヨ25　D）　O，，　OH　O5　了O　　　l）！　？竺「　5つ6　口｝　Oh　Oド　OS　　ST虐“口†SUTP
講癖獅藤耀㌶：
｝鞭熱騰繍三麟響：：
」?　一 ぷ…
一←
Y訂叫」↑膵（勝碗）’＝みヴき冬期汲勤
　　　　　　　　　　　→三臭勉劇剖ギ娠
童が妬祈立試安
　；三㍑一6　ぽ；2し、　ぽ：5LT　㍑11；‘LT
十十・已ト十
　11｝；’1，　　品：1≡2L・　漂；3L，　賠：4U
十斗・さトミト
；三II一占　1占三養2LT　ぽヨLT
計・さト
on！S
　；：｝1－1・　ll三1≡2Lτ　ll…？；5し，　｛；三！≡‘LT
」トさト斗ベト
　跳一6　11ヨ…2し，　剖元3L，　問；㌔
トさトさト斗一
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多点観測器機の’」型，蝿拍エネ’・ギー療判ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才不　　幹　　焔　一東大・ヨ里
触晶罐禦鷲㍊㌶晶蕊欝露llPじ一の蜘く見
磁袖・豹噛経を・・っ・て掴痴＋⑫」哩軽　蛋砕1・㌧イし・
が言んろ款τ、ヨ目磁な問賠筈繊の千、く勧東的、こ取しa万人めボめなごピτ’あゐが①あゐuほ
‘培的腺鹸観醐画・ば・賭力㊨雫仙・刷嚇剤牡刮そ・沢現鞠く・努
Yざれゐ。　線剥吉・り教を増ヤす　こ乞が単　力毛哩暑ヒ可み。
K固暢り瞬の・量乏酋や可とnうこヒ‘く怒る
と可れ、で1そ、h‘く4されゐ労力ぽ鋼方穴乏Z
靖L旭いそ・裏伽K垣和もめと毛わM
毛4zえがな・1ビあろうσ　しカ＼しな命ぐら，そ
こ‘ミし山臥（L輪じられる橡じこ後9ヲに嵩らしい
弩く＾必歳・自的老識∀あろ．　例かぼ筒星
観葱い呼応して処工糠息；則網殻置“こヒ戦ぴ贈ら承
1・い鹸・データ・随嫌癌目鵠しく敵難柏・（してレ鰍τべ乏釈・問題
紬・ヒ咋川ほ敵観剰叶で・抱番妙が1埠M・ゆ。
触烈ほ鋤、・誠でピれば・罐泌励鋤晒蜘綱まK砥絶嫡1昧・斗λ1ミ輔
砺廃に急速孜注歩臼眞ら可であろう・　　亥、1蝋〆静幽の信煩性の向よ㍉　Lこれらリ
　タ鋪塩愈則1（あ・、、㌔よ襲売、賄入可ゐハてt［よ自　陽理狐麓，．
蘭τ’製作可る・てせ○司種A融1着磯毛犬身に　の⇒余Kよ，いま欣勧為K万貧（毛く僅“
込うこYヒ㌃り様式の次庭）ミ1よ十ノ分考／鬼可ろ　㌣一が匹）が叉紘．楓迷．（浅杉亀力め㎡大）
伊牢がめろ。　6計激淘に兎んaべ乏叉ヒしτビ可るかφ沢断も悌蕃ヒ甘ろう・
の矯硫的鞄k噂請砺・鰻庶・数，熱羅ば臼う・司・糎庸借昧しや
磁）融丸，也威，時司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓いA累併‘勺な観測針画功Wbてみ1・⑳ケ　臭
②諭晶セ測筒参上φ人ゑ，廻ぬ瑚閑、禅φ制嫌納鬼味ε脅ちメ筋もので・あゐ．　一侮論セ
±ノo，
②翠僻りちに身牙る人凌，夏欄、予算，
④取特ヂヲ・処理騨「へ砧通し、
⑰占↑画リギ味の短期的為畝乙長堀旬ヨ視吏よりの
褥寸．
b検借銅時雛されゐ回路柔手肉鉢（n。ミ～え
セザ）遮的k（秩細べ乏靭イ言考レ
〔のd哩軽盈秩儲和彰状のデ尺走。
噛路献の■理叫単細し
iiW徽勧・｝司軽量イ纏砕礼ギ㌧化・く関
して、ま顧‥ヒころヤ販蜘（1繍足すろべ・き
　　　　　　　，絃らK、こ開克ああい」自
してフ旨4カな主4）があゑヒ可」hta、，絹麟
纂麟篇趨鶯1グ繍警∴
回聞藁今16鯛蕗置・・っ11て適切，正硝な傾
伽釘測醐・1拠嫁して残・・澗可紐・
なガφεε齢的K考久たエで褒隙封画の最ろa菊的暢力が砲の1彪身で’あゐ。
釦ヒヘパ沫Y到叫詞諏う須孝が多ゐ・　　氏壬磯寮吋“紗崎ように、a・聖1軽
初練パて曳酬繍⑳継繍∫い亀かか払胡肪髄鋤・†効顧
・力了け媒体躯め奨噺れ・ヒけ麻繊W経部・パ匂・』七和趣・遊、1
瓢洲綱越が・い輪．　　　　もの力噺、．批・動・川咳繊・・」
油聯r勧碑炉・て　　　醐翻拓乏4パ句綱砧で’ぷく具
Φτろべくタタくの惰釈毛廊《し㌔1．　　　なっい1ゐが㍉こφよう儒⑱6カも倍復うよう
・い噛・て軸妹的ナ辮の匿咽畜緬パ轍轍り務励べ乏ビ踊．
4r。はτ‘しi洞撤蜘の・艮｛‘困榊／り猷
・て務励こY時紀　向咽しいa噺娩
く蓮めるこヒ頃／搬・蝋電崎1□aなく記録脅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
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降下粒チ脈勧の室闇苦勧観ラ則計画
山芹　久雄（極地研）
　極‡戴でのVLFカ～〔射統ラ則デ～タ中には、　　（PB彦秦D一みずほ　リオメー9同嶋則
Lo（αlt∫m之キ目へ慶にカ・口・て．　Pc－3～Pし一ε　　磁気屡1内のイ云播柑…MHPラ度に4半う峰下ま立チ
地磁気旅動によll毎調ぐれたヒ患われるケー脈勧が挙生しrことして．離知（Lエ6戊とみす
スカ・レばい規紅れ．準囹期的VLF枝寸ほ（L・7）間詩剃される時間差1‡赦効で・あ
（（ユP枚射）ヒ総チZされている．多くの場合 るから、諺〕β手筒月4㊦解省ε11オメー98昂い、ス
粋ら1・バ・門伽・恥1・・七幅†…のテ⇒・湘嚇齢・をオ・が硫号等を
周期的周波激蜘6を元し、これ口磁気圏内用い．数口晒c」メ内R押さぶ両天テーシ
τ吻圧縮性MHP液の伝幡叶蝸・．磁気赤阜3ン闇の吸収癌蜴相互相閣よ・い隣下域の
面で昧ひイヌラモードi寝ボ強く万力起可る領痢緯度オ向の競〆家められる．ロら知一みずほ
ヵぐ移勧寸る乙の解叙がなユれている。（佐瀦～ヒ直交オ伺1ミあるマラジョーヲ‘ナヤ、或’い1‡
けg。），ミれらの液鋤硯寡力・柘生δる場胤セ1レロンダ㌧拓地域←の周時暢測を付加でき
ホィスラモードi澱ヒ邪ヨ互4乍用了る教10レ之Vれ1≠、経席オ向の麟も併せマボめるミヒかご
帯の亀争1ミフいピ同稼の周鋤臓調力硯わできる。
れるミとが予損1いrれ、オーロラ帯舌の気…日2髪　◎B群トP娃地におけるマ1レチビーAリオメー9
1瞭による、制釦幅射メ1陶距測、り才メータ観縁劉
剰写“よ・L隣千粒チ晦力（P眠rF∫t氏tr。・　　N6醐り脇U。・dヒ同様にCo－hぬトαnte　nnn
困免t迦）の擁ヵ・指楠さねいる．更1・．鍋ヴと婿相器B・tl臼肱tぱ・組令也に
ホィスラー毛一F・兼の励起域が涛気赤蓮面内　よη，天頂方向，天頂角30’、（磁南．磁拓、
鯛期的時多鋤ヨるなら1乳それ1・イキい、粒磁東、三方向）餉いkペンシ1レピ㌧ムき備
をの降下樋滅も．極域上皇1ミて周期働勧珂えた7ンテナシステムを庸歳い各ピ’一台簡
るこ・・ぐ捌油、N卿勺臨・か吋1・加τ観測油る吸膨酬・相互相関刈疎域
るマル今ビームリオ〆一タ親測（N∫・1，・。，19の遭動速彦ベクいレ縁める．
｛｝o戊1ミお・いて、　それらの存右」を示P稜弓るイ列力ぐ　③複き女気鏡家によるX弁象惰k亀力観i夏，ユ
弘｛bマれている。　　　　　　　　　　　　　気球による制動幡射X線観剃は、隆下電iト
　地磁気脈勧，VLF放射ヒして観測される　のエネルギーが測是で・きるこヒから、ラ皮勧粒
ような液動揚象は，4云魅上拡がる’｝生管を毛　｝の集嶋条↓牛の楕幸艮が得られlj才メー9K比
つため．地上傷見ラ則よ1｝》t功桑…」主シ腺の」易所を周　べよリ肩夢」で・ある。　気球（きイロードをで・きる
足δるミヒは一山劉て困麓佐であ6パ、一ラ「降下　限り軽量化し、（～5－k｝）B3磐産の気球を爾
粒チスヒモこ二9一古るXタ象預£三51｝Lリオメー9観いるなら1ズ、日154b、みずほ 二」ξ・で「司θ考・に故
剰等一3、紛が蜘蜘沽ぬPされて助力痢るオペいシ・ン研丁ε性・・ある・新・
丁5性蜘ミ川、地上観測と磁気圏内z⑳窟風向が勝南（～ε）から臨拓方向へ（NW）
駐恥の対克げ巾・頭確臼庁われうる．そミへゆ。く　ロ惣時期を組うなら畝酷知甚地
でσP放射恥生膨・粒子隣下域の堂閑構遊、から一定齢晦に放球することによ・1釆鍍オ
、』1勧を知るミとカぐできるなら、功・気圏内τ・の　｛匂多、ξ、鮭鷺5喫Uが可倉t…ヒなる．
ホイスラーモード発庄域．粒子の扱1てよるピ①～③いずれの場含も．妬知基1膨句晩磁気疾
wチ角散乱域の同庭．、それらの特鯨1の樹目が　役点、であるアイスランドでの同姪の旙昆剥が村
かτ戸1朗擁’てなるヒ思われる．そミで南極朗加されるぴら．稗下紅与♂運動の菌兄酋称、
知鯵地での超醜物理観剰の一援として、琳非対跡性剖．磁劉郵内粒手逼勧の様相を詳
和・速べ碕鋤・エる．峰千粒チ欣勧の室闇しく知ることがτ・きろ，
麹力繊1を提粟レた、・．
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日ちッ←塔載考劣あ画像カメラの潮麹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彊田侯膨・愛嬢文・放着
　　　　　　　　　　　　　　　　侮4本進，珂島信樹・存薗糾仰η碗称
麺　　　　　　　　　　　　　　小㌢軒量1・ず多目助τ対物プ1ノズムオ式の
　荘禾冴るノクロメーターτほ漉孫の一ズゐグ老景どし，カメラレンズの焦豪距離力励
像しが観聞τを万い．これ色ロケッいて審鐵戸2♂レンズ♂筋面1：項角ω゜，蛋・ト侮脅メ
し舗巌訓の⇒砂ヂタげ編串轡醐で91°24’φプソス妊些り殉た・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この功老据の・構疲で38◎◎～6知ρθの可視域ガで宣ね・、。　二支痴のθ名画像、ε得5たヴ
fこぼ丁レカメラめ餉《釣て斗霧フィルター舌取ド於て参芝撮裂ガ『1能であ多。　カメラレン
リ梵サて撮鮎ク辛グ多・・。し君しご4オらズの烹虞面PTW・蓼をヲ身今ヤシ・ネル敬ビザ
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静エ衛星る度に～トけ⊃Ssc’♂羊う現屡
　ω　磁場夜動
　」柔島正孝、　角　村小蚤、薯村詣
　福面　港　　（大主竣研克所）
（地磁気唇見男ll所）
　　1VOAAのsMS／Go巨らジ十ズ’の
衛星円ヲ㌧9乞困人1て，箒止衛屋高皮αユ
ム6）　1こ才1・qて、　SSC’こノ〈半｝て止王臭可き［
現展にっいて、磁場董動じ烹点亙ま人〕て報悟
寺5。このシ1）一ズ司癒農q、埠巧少くビe
2つ⑳倫匡で・即ヨに寸’－9サ司4昌珠て巴て
5現象ば／総個あ5。こ3曳象・○“ての
栴新替果囚よひ人の牢ポにっ人ほ葡σ吉した・）。
　栴止徹甚軌追’こまけ5SS乙峨皐ぜ注目
古ぺ‘ミこじ駄　～sぐ一司勃果1ニモ∧あζ顕著
5ム⊇・泌己依右柊ぴ、あ5こ〉でお⊃、
しぼ⑳でパSCにイ半，て艇財5諸現象づ、・偲勾ばnq輯て肩独23剛吟（UT）1ご翰
ビΩうる簸鱗烈一・鳴つ咋誼旭こ涜∬引・栴て、転衛是高浸・ふて
Lわ可徒で為5。雛庶爪馳理賄な租度｛3、勘にトた磁場嫡であ5。ssc』…一灼、ち
～B5°W，～109°Wδ、δひh鴨“Wで友5。Sし　時、（≠0たS　3は15辱　又鋤εSZIコノタ鱒∫こ
亀度り違いか5磁気赤蓮面に対オ3イ立置七　仕呈してuち。⑲ハも勘ろ〉、磁力穣にほぼ
簾仁・て5°－h’時在して・現象庁、絨始バ今（Hp）で・底励・旦輪註・・
に対してピパエう6旅肩性を弄耳ケ1こつ（1て　～S乙’こ伴う磁協の壇加力哩う朱るサ・尺の丈．
t詞ぺ・Sしこが・で・さSゴ証衛皇高榎にふけミ靱ん枕朱3夘（ノ卿司，／9wτθ8巧
5脚にr’一タ噂、他φ長楕円軌蓮でロ沮題で　△丁）と豊5。この他臼は、秘計助に易s＞
お、鞘句研快胴従におこてに注巨しこもに埠8に信5（駆）．（恥の幕輪
て、地と1こボ11てモ雇購1綱ぴ整備こ牛た、
工M＄畑問qrq6昇～門80甲≠と平賠にLて　Hp楡令η増彼■屋側と夜倒て
函拓乞イrtけフお5。こむ無間ヰ1し、聯岡を
苔薮B灸・で束界してあ討“、5S乙～こ群う
　　　　　　　　　　　　　　’、え嚇以工
τ藍うこLづトぬう’フた．キ色笹蔑じ令石苓5
1ヨじめと葛辞曄度1・添・・て令移s酬雇購点で見～旭選・は2－3イ客牲度で漏
忘司記銭亙あ｝h弍tた上で、SSc　と伺起でさ
GOES　3
2300UT
（図以
GOES　2
2幻OUT
JUL3　e78
カ’5、囚2、司傘果13、ε∧めこ毘着塚ム臭・超一
碗o旅在性、・《）え多、　諸糧では、Hp智タ
つ・他1ニノイ～s令についτ号言軋可s噺定であふ
O
OO
UJ
嬬Oω
OO
」
一Lo
NORMAUZED　SSC　AMPLlTUDE　－　lN　SPACε（6，5RE｝
◎o 03　　　　06　　　　09　　　　12　　　　‘5　　　　旧　　　　2｜　　　　24
　　　◎CCURRENCE　　LOCAL　T‘Mε
（図z）
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静上衛星フるえにお’ナ39SC↓こ件う娠L象
の編茸’し＋旗，線痩動
　角才］蠕，　尭畠正零，洞対譜　（セ磁気観剥首）
　　前の講演（（1）磁嵩童勧〉τ↓詣桶t寸こ　え二で．裁々感SS（二（Si）¢Ve“七に鱗朗
ように，静止衛星高鷹に｝ヅけ5観刻データd、／7．静止衝星高！後におする1るエネルギー）舷
驚竃1；鰺」驚碧腰㌘㍗璽繁：纏露㌘鷺齢碧季幽z
↓まこ～人に着目し7、静止気勿く衛星6MS’ひ
まわゾし・よる商エネ1レギー粒一子幼の変動に　GMsの～了宿褒境モニ9－（s豆めに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ．て観剴Wマ・・病ばバー〉髭∪（プつ・・マり結柏9な稀究友行な。マきた．
　こぱで・よ謁縦嚇気翻凌（kp，旬叫ン．エレ外Dン，　w彪ののエネル宇
との嘆睦ω’ω及び滋気圏サプス人一ムとのレ万は担一甘・州。V茜3．ω紘て
肉1皇ω’旬に志いた孫究乞行15．てきた。足薪究之勤3上Z’，看髪ηゴ十だを動がを繊
の捜由・1っ’♪こ妬の鰯が雛頻友姻頑嬬おのカ、或、・は鵡フレアー
入高く比按1均彪期向偽ケ県）の解祈1こよ．て幼＠繊表齢ρ遮源老才あな∫ナ山ばゐらな
¢統計的／協究が可能にな3こ乙であ，た。いのか巨つ・1マはξ♂べの柱葉立払う改凄κあ
い、3に，工MS如伺吠後デー90）落績が遅5．
み．∬c酬両．つ・ても1榛乏鞍ノ・於嘉＋茸しギー・しンジの艇・・∠・一紗枇
て」直当な綴向隔εも。てノ分布す3観劇ゑりのプ⇔人ン涛よび2・oルれズユのエレつみ
竜～戯ε毛乙に｝眼t7三毛のだ’ケぞ毛κ磁鳳脳・フ・2∫ま，社膓‘」戒射灘帯・鴻
　1も5イ多］に及ぶ。Seveバtむ皇か）い乙ビ迦t在／？，セ威磁場の彩裂3をなくξξ～ナて、｝
嶺，ま蛍に増之3．　　　　　　　　　　　る乙見ら軋3。このことは園に見らψ・3祥た、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／2・砲ルレのプρメメ上）粒Zべ）κ＜レ以⊥
，　　　　　　　　　の瓦ク知ンω芙に貴⇔ラ。クス「曇次・
］°　　　　　　　　　　　　　　　　澱気圏の非7才緯構迫嫁昧した1ヨ…を火．色示す
ポ♂　　　　　　　　　　　　　　　　二と承ら才握紫ぐ∪し3。老じz，二康ら老
ま1c5　　　　　　　　　　　　　　　　♀が3SCた伴っ之培徹的な権加或・，’」滅
；…　　　　　　　　　九討二乙纏臆」並．オ揖演で・れの
i1♂　　　　　　　　　　　　　徹斗砕た計角コにglち内こす3こL友眉的口3．
81ψ
1、　　　nHεω・T」　　　　　劾叉猷
、　　　　　　　　　　ro河相他く／タ78）．工略ン・だプぴ講齪
トロ
i1。、　　　　　　　　　（・、〈⑭かr・（・デ・ア）．戸s3．・7・ノ・詰
i：　　　　　　　　；魔㍑；1瓢1駅｛：（
…’°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∫）・ト乎他Gア7δ）、天気．ユ5－／ユ〆∫
° 1♂
　　　　　　　TlHε　　（U．T，〕
1
＼一
??
0　　　2　　　4 6　　　8　　　m　　　’2　　　14　　　16 随　　　20　　22　　24
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AmUti－satelli七e　s加dy　of　Psc　oscilla七i㎝dbse頑a七syndhronous　orbi七
磁叶喜， 元llズ刷老， 友荊渚，ヵ蹄章雄（東献・エ）
　　　　　　SSC　and　i七s　associated　Psc　oscillations　are　clearly　dbservα1　a七synch㎜ous　orbit．　General
dharac已istics　of　Psc　a七synchronous　orbi七are　as　foll（ws：1）i七b由aves　a　clear　d《quisi－s垣u－
soidal　oscillations．　2）　Dcminan七〇scillatic㎎　are　e幽」bi七ed　in　the　azi皿t畑1（east－wes匂　（x即c）nenセ
of　magnet⊥c　field．　3）　A　dawnrdusk　a6ymmetry　of　ini七iaユperセurba七ion　ofゼhe　azi皿正ユthal　c℃叩p◎nent　is
clearly　recognized　in　its　oscillations：　eastward　in　the　dawn　and　westward　in　t±1e　dusk，respec七ively．
4）Psc　oscilla七ions　are　superi皿軍osed　cn　DC　shift　in　the　azi皿1t血al　cα哩）（）nent，血ch　defleets　with　a
same　sense　as　sh（㎜　in　Psc　oscilla七ions・　5）　Psc　oscillates　as　a　pure　torc）idal　mode　of　oscilla七i◎n．
　　　　　Acase　s七udy　of　Psc　si皿ultaneously　observed　at　sync虻onou冶orbit　with　muユti－satellites，　SMS～1，
2　and　AワS－6　reveaユs　fo1ユ㎝inq　i珂F◎rtant　charac七eristics　of　Psc　osciユ1atio旭　a七　the　different
locaセi㎝in　longi七岨e　with　abα止one　hour　separati㎝垣each　o蛤：1）s血Llar（畑岨cteris垣cs　of
Psc　are　（わserved　at　each　ユocation．　2）　Psc　oscilla七ions　◎ontain　several　spectral　cα卿nentS　with　a
⌒crelation　m　frequ㎝cy，血（血（江ys　a　s血ilar　loca1㎞va］〔iati㎝．3D（M　mde　oscilla垣on
dαnina七es　aセthe　ls七and　3rd　harmonics．　4）　Azimuthal　oscillations　of　Psc　are　clearly　recognized
with　a　drastic　d卿』㏄illa巳。n　c∞四n㎝七。f馳卿e已c　field　f㎜出e　r㎡ial　t。　the　azilm出al
in　association　wi七h　SSC．　5）　Spectral　and　oscilla七ion　characters　illdicate　s七ronqly　tha七Psc　oscillates
as　a　clear　starklinq　oscillation　of　曲ear　Alf▽en　wave　resona七ing　at廿le　magne七ic　field　line　passing
through　七he　satellite．
　　　　Psc　oscilla七ions　d）seユ魎　simユltaneously　with　three　satellites，　SMS－1，2，　and　A「［S－6　are　shσm
in　Fiq．1．
SSC　EVENT　RT　22：〔り8　UT，　M臼R．　23，1975
Sト1S－1
（75°W）
RTS－6
（96°囚）
　S卜lS－2
（ll5°囚）
V－comp
2230922‘20　　22，49
　　《u．T．）
〔
．????????
D－comp
23366　2280⑱22‘2⑱　　22パ⑱
　　（U．T．）
【．?????????．?
ト1－comp
1
23竃09　22泊922，2ら　　228佃
　　　（u．T．）
【
．??????
238百白
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鎌土衡星τ概刻猷たSSCに借遁1劉期地磁罐ヵ切特1此つ＼、て
永野　弦，　笹木徹、福砂浩、・佐藤夏雄
（嵯歯大）　（官糎）　　（極螂1　　（極酬フ
　SSCに伴う罐気磁瓢才、そ㊨鋤づゲ
㍑鷲、㍑鰺ノ㌶笠㌘竺ゑ；
撒島勺r♂周期銭っ、いくっρ＼弓ありκ選択γあ3。
±れルぬ現す3の〃、、磁気圏内㊨磁動し地と
ζ｛㌶駿㌫繁㍊設ゑ
εあ警禦；燈鷲麓雛
　　　　　　　　景丘、利申τき3静も存多す1噛少あ3，
止衛星㊨データが顕’ゴわZ壬膓あリ、こ
れξφ統針灼r胡r屍も徐・々に有なわれ3よう
にr8ク砂壬Zい3．
　あミそぽ、　／グ7タζ4ク、タ／タノタ6手《z♪、〃、
董1灘曙も鮮鷲2搭雛纏
動の4制生仁っ、ゆ紘計的な嚇左行・た。
襯べ「瀧動の夙胡につ、、τば、flレメ・㌔ρ・タ
ぱああよ吃1》氷上仁フ、、⊇しρ、日確1二ぽ判
號黙㌫漂『雛纏鷲
ATS－6，SMS／eOESラ・り一ズ㊨続ヒ衝L亥今こレρ㌧見・、出才れ花。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αc～　　　　4う　　　　、92°■　　　　　　　　　　　　　　　　　　zn　・
しルあ3ρ柵、二4～ば（｝OES2の滋場データ
っグ、／タクタ」年2月／♪白〃τ03θ4仁海こフた
Sσ〃後に約紛の周期封・叙丁月鰯
がはN紛（・3i帆山弛s七ぬトけ卸に
昆〉れ3例グあ3．
　鎚ld。cへ1七1伽喉存性にっ、・ル編パレ
》θ、っr二、ε1：っい｝1τ，
（1）．SSCIこイ羊ハTもc垂二％鏡グば全ルのLT
　τ起㌧Zlて、、3∧夜側ブぱ起こ・τ、、
　r4い湯釦x汐い。
（2）．7sc亜脈動は七ト酬Sぬse　OSご川at；物（
　s‘．＞s』、）力齢・賜嫡・カ、1ノヤ、c。恒P㎏．
　ssl。輪lo醐ll・t；。柄（sレ，＞sム↓）の場合毛、
　口牛ク＼タム斗∫；」し1ニグケルぽ勧合汐い．
〉∂こしτ吻3。鍬徒星θ仕置のk磁
勧侯｛て針恒俵存・↓生仁フい砂冷ψ、・夜玄ば、
G）、φ声パ’ハ／の輪1二’τ、㍗c磁夢〃φ汐
　　　　　　　　　　　　　　　　60
半菊ぴCo帥トess）・伽1巫拓動プあ3。
σλφ。司0°ン13“φ場合に｛エ、c・伽榔。；・一
竹α1皇擁動の9ヲ合1‘非彰κ夕ηい，
　　　ま巨、脈動の周期仁っ、1ルμ3L
ω）詞拍1》2》の↑もc十ヒ1醐3，∨ま》〃
笛cζρ＼劇合力い。
＠）．↑ζc左』魯cイLナ伺1特に庭こっ2・13
場合棚3．
（の．Bc『γばク、分杖上防もの’ま彩夢／（ナ
ない。
④L＝616Rε助滋ヵ浪。£。、，1伽1。5d一
順｝物リレ」刷楢も・1戸・1。北輝μ鍵
ヒ勾体τあ3♪、魯・と・揚か1二〆おれ£
り酬ぽ姪い6・♪タレ1．
150一
’：’ 「と7
1］”三〉二こ二｝一一一i
i：
i”．
ト㌻w－一
ゆコ
゜　↑　1°　　　20　　　5・　　　‘o
　∫（　　　　　　　　　　　“xπ三
⑪　　’‘∫
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網止衛㊧蔦度」二あ・り5SSCの特性
　　　　　　　　國・分　4正（凍犬硯）
　　SS（ノ申～工1つ，クSf易威η借重カヒ手ら石髭　　ここで、－3，アメリカの気虜～衛望～M％。ε～
籏閲り庄紘や膨養ち言弛のいて，首くφ、シll一ズ門㌧享セ闇・・11久rη一1聯嘗
う知うれマを巨現象でおカご．最色τは二れφsscりキ紺憎ド，地とで力事代句種抱
らkサグ久ト4”LF・でL碑今鵬ヒしの漱臓桔妙・ギつい1ハ穗
　　　　　　　　　　　　　二れ恒’ヒ樹阜セ1享r莉昨臼廠レ吻る中化緒κの勧崩丁《η輌が晩中も主ψTい3。
琳られて也た⇒しU’tは．∫づd＝μサ　っ物t多1マ用hた．　ヨ1まずざつt4た
プストへO巖Pし1やアしF楠の勘友と・ろイ就衝躰雀瞭已ピ田擁・ぷ随寧縦の問邑，C柚借力ぐあ3。　飾ヵごタuv認めら山和璃倫かい吻3
厄ζ嬬繋麓瓢嬬鷲㌶（き蕊繧こタ話繍㌶；漂
㌢uて畔、プ識怖ご違あ抽で、3。地才殉＝より衝阜’捉し・桝協：亨∂1ぬイ勺バ
レ元’の地蹴ヂ劾（物ユ呼伯絹度昨慨つつ観認あ～小主．
訓介うけ、ヒ叙づちレロ疑いがわ｛ヒ葬Lう
十つ．　壌・｜勉こう万畝闇内ρ至｝しτ3
イ昆銘・艮の膨砺力bボな⑭＼じうか．観門の
隻か今raデ古砺ずけ白あ．
　GOES　3　　　L35　5　W．　　　232　　　　ア9　　8　20
200．牛　　　　　　　　　　　‘
H°UR、6，1’1’
150．一
≡°
一
㏄
唱??????」???????
　　　　　
　　　↓
～∴い一＼・～　　　　　　　　　　　＼
50．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　剛’2°　　　　☆！〉～ヘハ～～
　5り7＋　　　　　　　ト1　　　　　　’　‘　　a　ト　　　ト　　’’’　’”，’”‥　 ’” 1’　’　”ト’づ
　　O．　　　　　　　　　　10．　　　　　　　　　20．　　　　　　　　　50．　　　　　　　　　40．　　　　　　　　　50．　　　　　　　　　60
　　　　　　　　　　り　いお　、¶ワ¶莞｝．音9つ08bも2r　｛＝壬t？右’ζ‘
の舗郎3じおゆゴ託詠．庄桐病力0》
け～‘“T．狩啄1ヒホ・r｝つ～ζしの下ぢはヲ6・τ
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ε5C日者のVL斤イ立相室湯
菊弛＿接　（亀彼踊’礼Pの
　　65Cl膓牌ほ．て磁気⑯メ’≦ちエ，わレギ　　zれに④・f’¢リオーoラ牢を血直し
弓路川弔坤鞠尾1仲・心¢にパて杖鬼鞠1ピ所で釦巨ぽμ吠パ晦
C〃月β’r増力bつ3：じに江ソ知≦トて・・3・　岨∂）L4β尺ζレκ）局⑳イ五相｛乱　そ丙〔膓7
ズーロラ咋皇、L動五号SVLτ●～責イ血桐壕スの　タθ〃φよレTイ4血・もあ3た巴較的や3戸かる窒秘
栢微’W久ψ才い・ことP、友勾d島亙・瓦イ℃也ヒメ　えボイ・回復ε中3やメ’τ・鮭侮薦向せ在w。
L3ニヒ存ビ，・よ．マリズメーヲよリ敏感は　この佐綱文二勧ピーぴρ↓θκoτβ局角イ宣痢5陵噺ヒ4
降『粒3をピ多L3＝〉声吟？号3，特は色緒　弔ζメー桑えrd、3のイz葡眺β一tト争九た肉ヒ
筏（ズ吠電波観i助所）で・逢イS｛在ズーPラ苧～登向㊧イ五置す3ニヒガ、穏因ヒ巴わ4し3．：の
回網とゾL戸そ亀被砲相にも鱗下菰子妨案β’㊧鱗詩鎚存解新ヒ化＾・・＜っβ4働㊧っ“てd4葺
1｝w）3乙じ少牟メ‘に3リ鰭巧トさ4～てい3　詫㌣虻べ3。
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円筒電離層一円柱世司そと単色乎面HM波との相互イ†用
　　　　　　丈由萢妊
　　　　宮瀞七学理蓼辞
　　L9じ句・・　　　　　65・・k・・b・臼・・k・、臨・65・k％・して、ω・
　磁気固圧寵に♂って生じ5蔦o汁oPlc白非　Σ占著えて円栢電穐層の0Lヒ肉の磁蝪8言，円
定常HM寝昌、地ヰとハ梱互作用によりss（　§に話導さ↓、る葡電主、茄電布蛍雇の寝度iき
の輪川岬・k・（ば輪うらM6鯛悼越値調は．綴・一旬吐2・祠．（入
亨る却志・〈5。二のHト・｛寝の蠕ねセ球射波∩園和80秒，Σ（乙20＄）（』）ぼ・・て・践
半裡に殴Nてずって一ε、・ため　、堆球ヒの姐互　の磁場が裡亨変化してい偽いのQ、円枝が完
f〔嗣ら考乏3ド目せ球の曲キが無複マ・きr己・、全導体であり　、侮…島介凄いために追五bが円桂
ように思われ3　。筒単なモギ1し言†写に」。τ　1・芳きワ（」うにな3からゴあ3う．円褐乞
軸渇一地嚇已s。tレ・恒HM波と砿旺褐馳麟貰扇るヒ前面と青茄・・’の＋対椋
作駅調べ物理釣直程ε哩解パこヒ・」、柑瞭抽S．臼礼射寝の寝与●円筒の直
以エ評分の観剃デ㌧タの解ぱκ復五ウマ・あ3　径f8恵ぬ周辺で杢イじ弓るXさld3　、外のBτと
う．ここでO、厨4のゆラ倫慣t簡単なτデ電疑目循才（砲旬ll）に1む1、て脅度苦化の1、。9
｝しで計￥き有なウた鶴茅モ報告ず5　。
　2、　τデ｝しの説9日z？き果
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れ込屯球一電敵層寿ヒ弓s　．円筒の外剰目
理碧的臼Hレ1《埠質
　　　　　　　　円筒1ヨ厚コが］蔭距
に発・・導侮ゴ昭。に
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オ∫陰乞i持つものヒ
ちる　．円柱昏見全
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　入射疲白、階。に」P有な養乱Bゲー）定元的に
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を今燈イ1なつっtリマ＾あ3　。
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1≡．，噸ぶ鰍繭酬鋸瓢駕
棲軸砧蹄（too）が正口方諦踏僑ギある。
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Au℃。mの動的様相
山柱人（東大理）
センpピ㌧①D冶c℃eteカ＼ら掻結帖e品』S疎〕nヨ
∧の鋤行○雌と思わ拭る‘」斤久脳ent妙e“
に分類出来よう。D遮cr・teセΣpeは局所的
な電場に起因つると老えら畝る，土瓠㍗或い
ぱmta廿on威な動きが卓越つる，　shee七状
のv∩tex　ch邸nとして繊出来るのに」時L，
　隣下電寺の胸1生から見て極光滞のふ価m　　R山久七1no　A肝o甑は5“b蕊o㎜白Mln－
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b・柚受凡』烈知・ぱP・セ・h髄をに分類糠る・
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夜赦に同期した速い苑光楓域6拡大幻ざ伝蜷状であ・〕，轍の堀理繊こよるものもある
（電麹邑高度て敬ぬk佃ノ』），．▲体と1て1富一であろうL，又，．全く異なる脚嚇き老え
融dトr粍（数’。。伽ゐ），が蹴である。　　る必」蓼のある場合もあるう。
麟躍㌫驚鑓蹴欝楓。．m紬るに当た。雀嶋
期的な（～10H召）輝度愛動及び鞠動蔑形（⑭。㎞蝋性に甚ゴいた刷妃セ蜘つる浄が田手で
カΩ埼徴ズある。　　　　　　　　　　　　　　ある。（過去の文献イはA邸o℃久の言己述が地
　　本識痩ては，Q、P、的な時間空閤愛動を6・較的峻昧な施1があり．又，別復の著者が貝じ
づ飯r◎rαを中心に高感度τWの餓則によって言糞を明らむ・に異な．た規象に対Lて、使．て
得ら畝た動内歳相にっいて螂る。　　　いる齢も見受けらMる。）　塑論的考康に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　際Lても，幽性の解釈への噸を孝慮4る
で隠蒜麟灘瓢灘き驚ζミ㌶認認雛蒜
c◎he㊦e爪tな畦1蜘、重ねきの㈱deとして｝さヰ駆‖禽専臭・特1生を明白、こして4雪きた）＼。
楠動・回転、婆・磁力線に沿・たvlbm匂ms
CD2“mhとして知ら〕｝4ている。
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s酩％』鉱着仇7・蜴剃ざ］～丁く才ノoラ勿篇頼
勲三‘り　勝，矛ラ尺、叡’男　（固立庇絶郁虎許）
　πDC－C2鉛Aur、ρY・‘しωエPI～）1よ、昨
卑アラスカフO多廻じギ物ξ堕Zゲ薩Pケテニタセ
ンター幻’ラ、面極妄号姥竺◎冶戸・あ｝β全
柔ρメラアし92手倉（ノタηノタノ」ジ害購入
レてこ。
　s戸ノ孫図1た示す裾∫こ兇坪’ク自彰・ぽ㌢っ
マ紳伯廿A…誕磁（刷∠』sノ％
磁5左～ル¢z㌦Z〃クダ♪の泣揚をμム7一レ芽’ご
移動才ち。　つ妻ソSρS順．の4“〃㎡嚇
♂字均ρヲ42謹｝を概ねぴぴのし2麗膠〃のづ．
◎ぶ卵’こ太P易光の影響を匿1ア背いマ・2ψ4ツ／肉
違念亮観ラ9（tむ、“可能（仇蓼㌻己糾楓んの粕i則幻、司
宕「能）．◎極日詣気丘♂寸κ4立膨才6ため比
藪的靖《日が浄い。　」阜砂プーロラ光揖着動
剃Lの肩剰了5粂4†を南才弓位｛置ン｝・あ占・
　ここマ・（♂¢P8次〃甥多C〃ψし泌衣がウ
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勲ぼと乙？諭∧・’・2課を叛そ’お。
復㊧手て・吻才劇鍵看孕φ、らンムXロ動右得た。
田A…」o己．のH耳に伴ラキき徽的孫額
ω雇ト1司例（10’∨14臼じτ）：
　　緬tiwアよ4レ1ゼργんや、「彩く着身r則ゴれ〉幻、い
　櫛助にW〔？、牲の凸℃⑳巾は％千4田く1輝
　勘，申、万易・・4頃伺にあ3，
ω昼一タ才う則（14ヘイ6μLT）：
　友多り、審っヨソ判らτ」い〔来ま周褒z足マ］
侮タ労一砲刻（吻一つろMしT）：
　　叢鵠禁ぱ麗㍑1濃㊧碧
　　ア》。
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　　c丈ミの～芭ど覆二じ0い考2い．
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ωs・c腋鞠滅・誌・堺・…純P」し
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　　紘柏、4イ？いく4喝伺力、・万》。
　のレ・V瓶絞分後t塙Wぴル岬凧∂
　　輝復ヒ屠ヤい％ソ、♂●lh》1方h後に，
　　芝恒糎霞を噌レフつ4叫度（彩殉ウ幼．
酬・剰プ畷に細猟B・⊇・㌣1湖
　　躍療蒜㌶㌧らヂ｛』
　ゆsp3㍗1び、う　卿ん？“観渇‘偉協Au∨σm・
　　≧1凱；ζ勺lp分後にラ紘’吻うか“
　　　二のWσ4μ〃肋〃多≦尤ω〃㎏〆海唖グ
　　　1：㌶㌘集‘霊づ’吻恢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06（吻タ猫則（｛ム～1細しり：
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7アθ〃ぷ7膓ノo／4κり剛王
含痴寧砿（ま苫矢琶是奪埠セ球物噺克笹設）
向ヤ示〕世、十尾ケト雄（申甫料ぐ等所励斤）
　　乃〃τζρパ・こ瓢劇・煮冊づ鯨の
方）司1こ延びる研c8）特｝拍こノ司｛て、これ底う
滅綱♂↓WTの旅ミ乎⑮す」事ゐ・・忠ネる。
んこび様な印℃らひ在ぼ頴計喬9fこ有起で
　あソ・乞の翻見頻反｝よκ「乙醐肉の〕解s
　　　　　　Dρ〆／s〕昧すδ，
ユ・3泌銘o㌦ら榔頭みからこのθrcε
　批席合・ゼ情斥ば鋤銘o物滋恢乙
　逆相）司肉（トrこあぶ　　　　　　　　官門・6爬砧〃ア衡ミ
低ビ渥ぱす」賂心ミの春ノ」σκδ棚ピ
訊5・　’〔のぶミは庄救め尺きく、衣但・1の
粥か産万φり更、・鯛なiわ磁び
　5δりぴあ」・　メ硫づ⇔δ入嬬チぱク’刀／
4rc励起丁36残蹄7にネ1レギー・
　スハぐ7　ト｝レ乞材δっ　〔∠i∫ソη4ノ／2r4／〕
6　Z）£に」訊ばの／θ／ε舩1こ二／分1、斜牢
Ltてθ形の配イ蛙手丁例オーあ」，〔玩ηノσ
　ミれ物轟皐乙、κγ0κκ0・こJJ蜘州ε
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　　　　　　　　αθ∬耽〕　　　　事もあ団，方す3事紡5・
孔捌⇔帝蹄、・副ボ廟1の畝／C）．戸」獅くべの耽1こ硫すパ吋
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北欧、・あ叶3才一Dラ電場の大気球硯測
小川俊碓（京K理）山ノ竿久雄’福面　潅’小野高孝（庭地研）
　lqg2年3月20・、ノ1けエーの　ぱう2X｛♂IS／m・・あ・…、瓦陽働度
St（λm5レtnd（68°09〆Aノ，　～3ρ50／E　；L＝6．0）　の琴多箸　εノ多ノ慮参　3　ヒ，　スヤーロラ　の‖彰槽『皇棟出
り・ら大気球（β吟iのぽ楊・、スカ・ジ’・し珂能1勤吟∂佃3）。
⇒掲臓切・ち・誠32・一・あ・，・、（拠種t易・底3・－2◎Vん・・’、κ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地磁気残化1・嚇1して電湯の方向りご妾イセし才一ロラ菟硯β与の静彪場のベクト1レ鼓分じ主
地庖洗の観測ε行フた。気東の航跡・ヒ，高度　た、わ｝わぢノサプストームの発違靖の電協
’k掴人」・の山岳地齢示す地彰陛図1に
禾す，
　主な巌壊1｝結果は二
（’）皇直匿咳プ亀靖しに，痛乙i妨・下の山岳の影響が
硯初㌧砺吻引司つ醸の値の穿りZ・陥吻
つた（図2），
Cz）立直電場・電．乳の比から求のた亀気イ乞導度
　　　　　　　　　　　　　　　28’E
．ぷ
?
a〕0㎞
囲上気球㎜し地形．斜線は誠1k。以」二．
?????????????????????????????N???
???????????????q???????↑?
図2．　き｝［直竃し†易・電流．山岳上ビ大乞い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
啓面蘭範向生，回便晴には丸ル東句芝t♪⇔
極；1「陀『禁竺麗㌘：㌘竺こ
1♂
㎡ー???
80
60
40
20
0
???????
　
　
　?????↑??
???????????? ???? ???????
　　??????
」?????
90
MARCH　20，1982　　　　　　　　　　　　　　　　　SτAMSUND．　N（X：～いAY
　　　　　　　　　B15－1N
　　　図3．　豊気位導度
酬醐帆ん，跡哨～ψh
MARCH　20．1962　　　　　　　　　UT
　　　　　　　　　815－1N　　SτAMSUNO，NORぷ
図牛．承そ更鴫の穴乞よピーカ∫正．
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北極域サブストーム中におけるオーロラX線，CNA，VLF放射，地磁気脈動
の相互比較　　　1．オーロラX線の時間変動
山岸久雄，小野高幸，福西浩（極地研），山上隆正，西村純（宇宙科学研），
4Lエ（山梨医大），村上浩之，平島洋（立教大）
　極地研では他研究機関1との協力の下にスカ
ンジナビア上空における一連の国際共同実験
を計画し．その第1回は1980年9月にスウエー
デンのEsrangeで実施された三2回目は1982年
3月に行われ、ノルウエーのStamsund（68．1°N
，13．80E，　L＝5．6）から放球されたB15－3N
気球は、サプストーム開始後約30分で浮遊高
度に到達し、塔載のX線測定器は約2時間に
わたってバツクグラウンドの10倍以上に達す
る激しい変動を記録した（第1図a）。この間フ
ィンランドのKevo（L＝6．0）におけるリオメ
ー タ記録から分るように粒子入射を示す顕著
なCNAが見られた（第1図b）。とくに気球高
度が十分であった0800－0830UTの間では、
X線変動との対応は極めてよく、山と谷とが
1対1で対応する。しかしこの対応は低緯度の
CNAほど崩れていき、　L＝4．8の地点では
全く認められない。
オーロラX線の時間変動はその周期特性か
ら次の3っの型に分けられる。
（1）周期0．1～0．5秒の田icr。burst
（2）周期2～50秒のquasi－periodic
　　pulsation
（3）数分～10数分周期のslow　variation
これらは磁気圏における粒子一波動相互作用
のプロセスの相違からそれぞれ異なる現象と
なって現れるもので、逆に、X線変動の細か
　　km
　30
20
10
　x≡Rays　　o8　10－see　counts▲ooo
a　　500
b
09　　　　　10UT
　　Andφy　（L＝6　D
　COsmic　NOiSe　Absorpヒion，27．6囲z
　　KeVO｛L声6．O）
　『】R◎vaniem工（L＝4．8）
　　　　　　　　「～㍉一＿＿
、一 一～一一⊥一～＿　臨＼1
　　　　　（第1図）
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　1認ll…▲綱嶋幽
　　　　　　　（第2図）
い周波数分析や、波動との位相差などから
相互作用に関する重要な情報が得られる。
　今回の観測では、リオメータでは測定で
きない（1）と（2）の典型的な例が同時に多数
得られた。第2図は（2）の一例で、周期20
秒程度のpulsati。nが明らかに認められる。
更に時間分解能を上げた記録では第3図に
見るように、microburstが不規則に発生し
ている。両者は単独にも、また重なっても
起こっていることに注目する。これらの変
伽
§…」
0聞■　　　　　　　　　　　0805呵
?
§、。。
」
　　　　　　　　（第3図）
動を系統的に分析し、かつ他現象との比較
を容易にするため、Frequency－Time図を
作成し、これまでに得られた他のサブスト
ー ム例と比較検討する。
1．名大空電研，立教大，山梨医大，宇宙科
　学研
2．　M．Ejiri　et　a1．（1982）　；X－ray
　intensity，ozone　density，and　VLF
　wave　intensity　observed　by　scien－
　tific　balloon　experiロents　at　Es－
　range，　　Hem．　Nat1．　1nst．　Polar
　Res．，Spec．lssue，22，155－172
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　　北）F函戯ザフ”又卜一工入中，てヨ巨‘寸るオーロラ〉人線，　C卜JA、VLf二孜身雪，タ噛髪し
　　脈亀力のネ目・互じヒ藪」　　　　z，　x線とULF．　VLF三庚r覧々の租互関イ芳ミ
　エ，小野高牟、福西　弗（種i陀研），山上隆正．西釘秦匂（存宙科学研）、
　小壬正弘（ム裂1唇穴）、村上海之，平島　斉（立赦文）
　国立極地研軒ケ1ま、！q8ユ3月19B、動の同時観男・1例であリ．いつ’れ毛闇朝L・～
ノ1助＿、”“スン・、てX線マイ7・バ‘3・幼の、互・・1湘関⑦良・・月k動成伺をもっ
一 ストどVLF放射の相互関イ余を鯛べるため　ミと〆わか多．更に時｝固を拡戊く可る靴（図Zλ
♂天気錫～妄験を《「rった◆勿こ戎β41まオーロラサ　コーラスカ女射（上≠㌃）ピマイクロ’ぐ一ズト（
アストームの厘檀相にあ†〈・L騰気囲座側の千段｝の窄エレメンFがかなll艮・・対拓をネ
痘与降千‡鬼の中τ“．　気多4～ぽzokeV♪人上の佑｝j　ずこヒカ“わヵ・る．　X勇象ヒVLF葡〔射の相互月爵
働幡射×線の観測幼了・・．をの耗果、映型的偉を庭昔化寸るために．〉く徹計撤率、VLF
なマイ　7ロバース、ト．　周莫月粂守」乙o牙ケ勿メ線｝派放射勇8産のβ手p畠r変づbのチ巨互ネ目角ξ1解斎rを4子っ1て．
肇力が穎担1］された．　それヒ〔司崎に．　スタAスン　回3は、日6（傷力分1ミフいて、X線とVLF仁5
から1！テOk叙離．れたアンド・ヤのULF，　V　kHz（白爽），×緯ヒVLFo．8kHz（！裏灯）
LF観劇器底×線ヒ非悌1・良い才目閑ぴフ．のβ寺闇封気痢上置♂関数ヒして求めたもの
コーラスカ女コ4寸、準f詞二菖昌参勺VLF繍（QP放　τ・あ1，、×釆泉ヒ1司ネ召で竣46可るVLF力文射巨到
射戊地砲知k動x観剃レ㌔図1‘エ、陀繊ラ噛☆分臥高矯度側（L・5．4）引‡1鯛
知時力θ齢．OP棚味ぺ7いレ．メ線旅ラ＆（o．曾kH。）一醐魔イ則（L・5，2）τ古，
kH
’OOO
????切
畠O
囹づ寝（1．51ζHzj叱ブチることカ“わカ、る・　一え「、
コーラス故射とマイ70バ’一スト闇の才目互ホ目
関を図4にラ「、す．⑨よ‘IX線の才か∀ユーラス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0844Uτ
　図f．アンドヤ㍗筆影副され右地磁妄脈動（上殺）
　　　　Q．Pポ〔」射i（中♪呈）と気…日～×タ泉耳釆動（下段）
　VLF《Andgya）　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mar．19．1982kHz
8alloon　X　ray
　　　　　　　　　　　　　　　　080500
図L、　コーラス散射（上．乍；）ヒ）く4象マイクロ
　　　バLスト（千段）
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O830－1
　，i
　」
。9。。．1
　」
　」
°9肥
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1　i5ム
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1る．P
l　；　15．o
｝ζ彫ぺ1助穿リ
ユ圭Lんτ一いるミヒ
カぐわかる．　こjh
、うX線ヒレLF
う靖†の瞬閲差ふ
り．磁気赤萢函
で防兼動粒与相
互作爾、赤追面
から地エへ♂粒
寺．↓霞勧の鼓欺
伝ギ5について棘
∂寸を加禍。
⑨3．×線蜘ヒVLF㎞旬の時閣美
　　　Xray8｛ead　waveS　　　　　　　　W8ve81ead　X　rayS1．0
0，0
’to
0
0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　10’1　　　　　　　　’5　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ao
図4．ユーラスう女射強ノ蔓（L5kH乙）ヒ
　　X線マイク　ロバLス、ト　し⑦不目互木日関
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SAMBO－82　ベノレーン観測1報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ」・野高幸，宮岡宏，江尻全機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木蚤地研突戸4）
盧　　　　　　　　　　　　　三　昭和帥年度における北極圏大気云求観測は昭　l　l5－2μたよる観’1　　彦任2μはll月23日
405午年llF］1’日より12月19日まで’の其月間スウェ　20時勺4｝（αつ・エスレンジより放王ネ’これ約1日奇
一 デン固工スレンジにて実施ごれた。北極圏闇半後観測高度31、3k傾に到達した。全てり機・
における大気珠観測はこれまでスウェーデン女器は良妨1こ作動し，22嗜曳有に現われたX綿（
てドノノしウエーにおいて2回突施されてひる。ノ今ハ㌧ストセィ芋なうオーロラ患箸セ・含む観測に
回は特に如互にの国瞭劇司計画ヒして嫡球励功した．観測は大嫡冷エスしンジのテレ
観測色実施した点に特色ピ持つεのであり．　メータ受信範囲色離れる24B　2時41扮（町）まで
日ノト，ス曳一デン，オーストリア’夕tドソ連継続された。繁川図にこの時の藪跡セ示寸。
の4川憩砺瞭宥加大気球4見測梼器，地2）B庁1こよる観測　繁1回Bの放球は
上観測笥ピ相互に扮担した喫、験がそ〒なわれて　ll目2K日け時けおωη1ン行なわれ約1崎間羊後
＃1司観測つフも弟トもS／4HBO（15；旬ultαweous　　に観｝R‘1高度31　kmに到蓬し1ミ。上空の風ゼ速〈
んr。γ・’Mぴ↓百一B、〃o・nO6serぬ亡i・n）－826§30θ闇の飛判恒後ペイo一ド’はコマンドイζ
ヒ呼ばれている。我固は大気珠4び観測器2ξにより夫気籔より胡り離され，観測は終3
機，並び1こ地上観測ンステムε用童しこれに　した。ペイ0一ドは回取これた後、一部不具
参加した。　　　　　　　　　　　　　　合の生じた綴駕の修復かイ〒なわれ，て，12月『
観測ン　テム　　　　　　　　　　　　　 Bl勺時22θωη（こ烙2巨）目の放籔が行なわれた。
⊥＿一　 大気球観測劇よX識電榎現鳴度へり到達1こ約碑間半老夢したが，場．及びVL戸／ELF電波・糎ぱ置毛搭釘寸る襯§は正常1こ劔いた．雀見測‘掬2時間継続
615一鮒ペイ0一ド，並びに『r視オーロラ撮像　されたがオーロラ活動度1碍§ぐ、気瑳が南東
オーロラXポ泉撮イ象，皮びγ亡F／HF㊧｝戻う褒見測袈　オ向へ飛鞠し万事tネ8ま，　Z，大気鉱より5禽
置色搭嶺’寸るB芯一4μへ〃イ［〕一ト《の2檬が用是いオーDラ嵐をとSえう事はできなかフた。
された。BはWヤイD－F・は回奴を有ない，　3　＞tの・他り夕銭見測　　倉国1こよる3回の
2回の幕翔観…則が計画±れた。　　　　　　　　大気｛域観｝則の他に、ソ連ぷびオーストリ了に
　デー　タイ云送は）仏5，88♪川8　ぶび2玄6．2棚rり2っ　　よる気ま胡窺測2｝“‡十10回4〒なわれr三。餐具」則項目
リテしメータ回線による了ナDゲイ云送（B芯刎　はX線，電場．夕びオーDラ光（スrトメー今）
ノェびδな4刈並びドPひ1イ云送（B｛5－4〃♪ボイ〒なの衡更なンステムであるが，オーDう菌をと
われエスしンジにおいて観測デ㌧タの受イき，　ら久た観測〒㌧勺について■後地上観測しの
復調ならびにデ㌧9詑1録加行なわれた。　　　しし較がイ〒なわれる率になる。
2，地上　こ1　大気瑚による観測走支援寸…盤
殊めの地躍贈ぱ置乙して．VL万白纏波，今日の焔球翻惇拘堵り一うなら縫P
銀河電波吐収，ぷび地磁気鰍動（ユ放禽）ち助言，御協力迄いただいた宇宙斜誉研突所
4影則寸るシス〒ムか’用尭されて，エスレンジ　亜兎寸，純激綬はじめ研究室スタッフのカ々に厚
董タナ也rqの人エ薙音レベつしリイ6　uナ易所へ言貝置さ　　く感謝いたし手一寸。
才tたρ観測デー勺はテしメータ（1858賄）を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ぴ
用いたイ云送が右なわれ人工雑音の少ない良
質ク）デ㌧ヲ取得乏行なう事か・できた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60°
笥1図　Bl仁却大気球の軌跡
⑲6°
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オーロラ．テレピ’力又ラ．ジステムの閣発
　　　　　　　　　；工睦峻，
　　　　　　　　　小ロ嵩
　　ニオし迄写募即ちA日Ck〆Cα声eγα1穗オー
ロラの石苛克にLフて槽、》隼的観膓則・キ‘貨となフて
、凸ボ．レかレ写真1碑馳ワに静的なψのて・・
あり．オーロラの孝『打力ぐその●力白つ1岳豹の中に
あるじ可る師己で依時間分解能の高・観測
’1・野葛季，　9爾宏
（東綜営穆学部）
（司jL極叱研克所）
感雇　　135・V／1ux＠16msec　at　285．6・K
暗電丸　1・5・Vθ25°C
　　　　　－6　dB　with　－70C
飽和出ヵ　　450mV
㌢ス子ムとして考慮し熊、ば．暗電癒を
力膓哀を孝｝えね1ずならな、㌔その’フ1二P卜o加一　低…威可る為，（・CD系3の：含釘フをぺ’レチェi索
㎜θYじ工う観測があリ．菅間分解能十加え　3ズはヒート．パイフ・にδリ行・、・入力光強
r三Cc伽n；ヴ｝P㎞o泥τeψル1耳1ず樗準臼勺観須り方：ゑ∫篭をエ（ずう為エTTTシP巴F4ク67工mO｛｝己
とな，て釆た．　レウ・レ，ニオ」ら1才商磨問の分　工h市en写活r¢r　を前’髪にイ丁‘Trご．　二9工工のε
解能広人周っ知覚〉は各々かヴ離れたψの㍗βエ（向w；吋2砧β偽k穿了o“nφエll“m；na†「朝）ほ
あリ．ス．物蜆象を6月らワ・ぽるエで，毛．約1メ1ゴ‘’b．んきで・あう．
粒プラ蜘、電場．磁場等の観測手；紅の　　光学劇評oゾ’丁・’の広角レンズい戊
肺袖；・3璃く∴こ1・テ・げ洲て・’オー・レー・・ンズ酬い・フィ’・9一と・て’パ
ラをじcラえノようじ万う詞み・リミ燈めδ7れr二．〒　ンノフロ（400ぴ〃L〆∨1｝oo〃t4ル），4ん7．8φL櫛』，
レビ方式の一蓄の岡題点ほ．オーロラの老量　亨ζ77祁砺，630〈0－，を靴一9一ピ・安暦
ゆぐ非悌｜＝・1戸‡・噂で，ス，時窒間分解能LL出辛う．
｛ずう亭で⑱光量時ぞりじ1ケなく揮う方向へ行っ
て1まう手であう．
　　二純超高願撮像かレてり5エT，
工～工T，マレて蓄橿稽i等・ηご鳥月発ぐれ，
ぞれ実用化マれて“う．レかし一二ぐ閣発
　　そのイ巴り瀞1御司「能な’負aとレて1寸，
白）モード（カメう毛一ド／再生毛’ド），
（〉）ニデー9．「庁ンフ゜リンフ’“周莫目，（弓）フロッ7，
そψし（4）　人／Dフ4’レター，（丁）　乙C壱）膓畠度、
光量1：」ろ色系の電荷の蓄積1寸，クロツ
レた蹄紛CCD（Ch・Y3・c頒Fl・は・・めウを戯う事により制f卸可う・｛誘処形ば．
・〒レビ．刀メ　ラドま．一「同be　ヒr陥較レたτ鳥壱コニ　ギ’イ　rジ9’レを基漆とレ，干一フθレコ’9・【こ｛コ
穴～な剃点、ボ卿，、精1二．小聖．軽量．着電P乙M億号ヒして録音マれるが，9／Aを通
刀高励ぐあ孝リる・1必雫がな・’（砧。はし．i騨の毛づ一了∨で見碑力壊来う．
考女lokVJ沁章）ヒ，いっr三蒋色t富．オーロラ　ニのP乙トイじ1啄．画f屡tフ費砿・弓うロ融リモノ日ヌり
観測をフィールドで・行う場｛≧の六～な利ぷで・入られ含まれマ・1る。
あう．さらに撮像伏古ジク’レ詣ヲ里回路ぐ1制　　　　・、酬ロー・・
御池埠・り畜頒・綱。制御・ぐ鶴マ・．　　　‘wぷb‥島‥’’”剛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1イ㌧9Cそれ｛ラ同期レてディジ’ク’レ処理θぐ虫
来，後処理9滝†宴」冑i化じ向・1て・ハう．さりに．
ロアット．
てつcし｛）撮イ象泰〉の利喜．1冨ち・乞孝たな・’．
　　今回の闇発は．C乙D享うその・しのの・性
噴をき同べる専に燈まり．陀エ観測用積次パ！レ
ー
ン才翻爾超高感度午レじ・カメラの製f」Fをそテ
．，、実曜のオーロラの観測を行・い充分じ実
田1二たえる吃ので・ある●を礒正PR可る事ηミ出来
ち．
　　仮用しE乙cDCTし｛＞＞o∋乙）（ま、
μ衛鱈の飛掬俸⌒Yし≡亡＿．」
　；晩hO帥5“ンo‘9‘叫日e“r㎝‘‘
　；伽h測蜘）‘【‘oローぬrk
斌一L：蜘輪Ur臼Zem－t●v●、
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オーロラ〒レ陰による観測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野高幸，江承全機，宮岡宏（極地研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小D甚〕（東犬．理）
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上屋外に：rンドラ色譲置して観沮’1色4〒なっ　た。
激しく蒙動寸るオーロうの形態玄高い品⑱こ嚇デづ砿気誠飛剛紅1恥陀市レ
と鯖，空間つ冶解能を持っ画像ヒしてとらえメータ回線左用いて・伝送撒れ，尾〃ヒデオイξ
これセ再現性の良1）形で言C飽呆存するこ～二は号のまま〒㌧勺しコ〔斜こLl〕言こ録され乱
オーDラの答昆li則窃｝究とイ〒なう上τ’重学な問題　また奄見週‘1のハσうメー勺は飛鞠崎ヒ1司オ差りタイ
である。　しδしながら一般に重1像千㌧タは一　ミンゲンーケンス’こ・従い自動的に爵｝光崎間在
赦の画像に含まれる情報量がきわめて方く．　ぴフィ1しヲーり切換ザイ〒なわれた。
単1こ品質ヒ宿熊能主柚端に向上ごせても情報　　工スしンジ’13盆地内にイ立置寸るため霧つ発
量が鯛ぎゴ匁理しきれず、現実1こは鰍が住が珍いが繁一表1・祠草綱1・お1ほオー
不『能乙なる場合がある。　∀｛こでオーロラ研　口う観〕則左行なうこヒがτ“±た。表中6は地
家に最適な品質ヒ4）鯖能ヒを梢ちカ’つテ㌧タ　上線測の，BはX気球観測用のンス〒ム’こよ
タn理セ能率的に行なう事のできるオーロうテ　る観測を示寸。
レじカメラシステムの間発がそ〒なわれた。
　新しく開発されたシス〒ム1こよるオーDラテ㌧　八理
撮像観測1よ昭魅宿U月叫2自にスウ‥デ　1次〒㌧タ畑里ピしては，（り了ナD’r’デ㌧9
ン1薗工スレンジにおける↓ヒ極圏プ人気珠4見沼｜1の　しコ＿ダ・再生」にょり．〒“＿ヌβ肖元咋ε）皇め5吾？
期θにイ〒なわれ，良妊なオーDラ画像をとら　β）にっいて計箪橡〒一アへり取込ηを祈なう。
える事ができた。　ここでは観測結果について　φ）取込まれた〒㌧ヲのエラーネ爾正笥の賀理主
速報したい。　　　　　　　　勉う．AびdリオーDう画像ε苦ス寸’しイし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ピ夢な部θりハードコピーをイ〒なラ．り以上
観測ち法　　　　　　　　　　　　　　　　3段階を経るこ乙乙なる。
　エスレンジでの顧測1こおれてオーDラ〒レ　　現克耕器〒スト時のデーヲε用t）て．〒“一
ビカ入ランス〒ムは、地上観測用並び｜こ大気　タ升理の㊦Oゲラム⇔整備が違められて畜り
球観測用の2台が用意され，いずれも観測結観測デーヲり到着）た繁本楊的なデ㌧タ幻理力“
累はPC月〒㌦ジりルイ吉号℃して惣イ呆府これて　進められるこビヒなる。
いう．X気疎’1こよる飛擁賜1｝時1こは剰牝恵
まれずオーロラ撮像はできなか♪夫が怒載材・
馨の比上試輸8寺1・は始醐ξ劇刊由ラ柵　第ぽオーロう〒レヒ’触llの実繍間
いて良鱈なオーDラ撮像顧測セ行なう事介で
きた。
　∫セ上∫観狽川袖〒レヒ’カメラは達物の屋上｜こ設
置され，機老竃のコント0一ノレ並びにイξ号のイ云
送は，屋内1こ設置されたイ言号兜董聖装置～二を1結
ぷ2叱）邪のノT一丁ノLセ通じてイ〒なわれた。オー
1⊃ラ画イ象信号はイξ号勿理案置により了らジ今1レ
量ヘヒ妾才Pされ，Pごηイ言号てして広帯域’了す
ロゲ〒㌧タし〕一ダ（こ判言ζ録±れ仁観測
の諸パラメータはこの時PCHデーヲの中に1司
且4｛こ取込まれてし）る。
　大気球4見滑ll刊ンステム、による巷昆〕則時1こは歩ヒ
　S転γtT了伽e　　　　口d77頒巳
D4te　　　HH・HHωT）　Datc　　HH匙μ〃ωr）
∧10レ．10，22ミ30一ト10ぴ，川，　Ol～30
〃o仏20，231よ3－〃◇ぴ21，01こ20
人∬oぴ21，ユ2ご20－∧∫oぴ22，01：3午
～oぴ24，lqこ38一ηoい2な、円：40
Nウぴ24，20：40－∧10ぴ25、OOこ30
Noじ．25，　nこ店一〃Dぴ25，1㍗n
∧～飢♪25“，　21ご07－Aloび．2、生，22ご07
哉し勺，18こ24－De（、8，02：57
????，?
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北極域剛1口才一匡ラX線撮像劔ll
　　　噛斜落研）　　～／・痴王弘（広梨匿碧7ヒ）
　’9参2均」〃月ノ／2β仁スウェーデンの
ε5崩碑ε’才1・てオー・ラx㈱鰯襯毛
行．移，こ＼で2権類の繍燈力1脅、・∫疲プし．
　β，夕一2〃・気戚κ鐡《蝿t砿㌘1図
’辛し廿⇔’魂筒形シング’いフ・パータ
ゴ観輪醐頑緋曝臼僻励ウン
タープあ3．
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イ！σラ磁ヵ短よ、の；友・紅子しダィグミク久（メ～eレゾ㊨wノ
三浦彰
　東犬廻
　　オ／σフ磁力線レつ掬2の物廻過社抱　　　こ山多り角暫駒彦多蹟／μ↓届互作恥の
≧τご礼の倒粟顧・係を理解ヲ3Lでズ／σラ磁解綱り並ケけヒペ3ヒ，フr〆ロラ磁力纏Lビ
隈μ糎舶れ・溺翻・纏幼殻］の編刷磁気陸詫紬・“功・匂ネ減
t渓れし，よ化こ＋らっ静砲波｝4∫・。ラ1乙φ夕1〕導，布磁ρ線㌘↓鰯δい14〃シピ／人
イアσ戊億磁教射の秦任機楕Ψ理附イ3・Lゴしの修鬼に閲し含あ久角6姥r埠編的勇宴あ3・・
ノ 殉鍵唯・か・3・　　　　　形三・レノシ・ン・勾3扱・噸遊れエつ，
　　顔数イム侮か〕暇醐丘ゴ禰］：㌶懇蓼鴎傷；！↓譲鵠
電夜艮万“よ好の著知な衝雛免賄繰ぱ，　　　　　　　　　　　　　　　　これ：癖1ビ9親測彩蓼じ竹てL，脅編L楕蔽プ
〕のる笈に舌いτ，涜ノ＊∂相互借用φ庶禦ラダくノ3（♪一勢・〃が）吃功っ磁久1⑪熟P，
竺奮翅㌘ご篇蒜二：㍊欝：護㍍㌶㌫晶媛㍑2駕与莫
饅．；嚇嫌献・叫な涌暑’イズ調均晦嚇・レにレーカ・バ汲ダ
ヴギ賄ドソ引㍉が・吋材・のラトW％ず・ワ卿線L助親損：猛誠μ碑翔
㌶㌶㌶㍊簾㍑鴛竺㍗驚5縫㍍㌶磐露㌶；㍑質
イZン戊ンプク号叱脅％竣の良い灯丸閲獲t
カλ3し，上記のエわレや貌・・よノイ才ン　　声鋳媛匂4，メ・レラ磁メ線」ゴ親測
4覆，脅％イズシプうクoトロンa、あ3い4れユ“3脅・を板L泣才観2則に閲う3ンミL
ぱL’稜蜘励垣れ・・珂能ト掬↑ノ」｛‘レーカン繧案裂旬‡埠匹つ・ゆ阜パ
拳プク川螺過秒㍗枕ン・4臼一殉か㌦微刷鄭佃月ちい了3、
伺のρo麹弩に関しτ縫娼の叉級偽を殼弦しつ
・・ 3。
　　累並φ粒｝ンミェレ1ン↓ンのジ記狗
艀翅㌦へ》永）和撒，粒｝ヒラ灸うオ目互任［aの詳
細刷らρ・1・し，彩誤フメターイ鋤7・
ロ奴酬5剃づ3パ叱㌧シミ・レ’シ⑱／っ紅夏し雑剃鳥・Zめ笈い／牧砂4しτ
い3。
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太陽風℃也球磁気圏～｝自互イ乍用のト4HDしミユレーシ3ン
荻野竜樹，繁見三台一，鉢田増夫　　（免犬喧電珊）
　極域オバ1レド裾助るオーロ戸見象は太開凪
エネル†㌧が地琉磁気圏内仁イ蔓入した踊θ）盈後の
窒であ枝宅われ・’る。靭エネ1しギ㌧変換過
絢・は酬Dtデしで説明で齢毛怜も輪りあ
るはず干ある．ケ白（ビt磁場楢造がビっ様に変
イしし　，4匠三乱系6×ビ〉可ち成さ申Lるか1款ト4HD　モ．デ’～レ
の範田で碗．仁でパロー心レf地繊気圏
の構止じエネしギー変継絢・関係弓る酬D不
包庭t角現立せろ査め1こ，第川ヨ｛こ榎式角1こホづ
祥陥本鴨風t地球磁気圏相互作用ε二・三二欠LM
HPLミ・し一三・ン6’溺“．物紅界，鯉
問鋤易柏h向±め場念，地妹磁気圏民智つ圧縮に
イ半欝い薄いプラズマシートが形威生眠τ，まに，
磁気リコネ7しヨンの生じ・ろこじがソ分つた，　こ眠
ロプラズ？の一郁を磁気薗後誘1こ邊必±｛tるピ司
鴫じ，磁力線じ沿フτ極域1⇒プラズ2塊ち流入
させ，サブストーム過假の一τドLカえら血る・
　二次元力日Dシミユし一しヨンか主得5坂た初
期値曄定宇状態の地式麟圏の狩面再の麟泣
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磁気圏の大局的力学の計算機発験
ヲ仁齢一孝呈
井上雄二　　京都産業大学　計算機科学研究所
　前回の本研究会において磁気圏のSubs　tormの成長期の磁場・電場
の構造変化及び荷電粒子の赤道面上の大局的な運動について，それ
らが準定常的過程であると仮定し，計算機実験を行い，その結果を
図示し発表した。その後の研究で，Subs　to㎝の直接の原動力として
二つの有望な発電源が存在することが判明した。
　一つは真夜中付近の約15Reの近尾部にあり，その付近の磁場強度
Bの減少に伴い強い▽Bが出現し，地球側へのE×B一漂流が急激
に内側に向って減速する結果夕方から朝方へ強い分極電流が発生し，
電流遮断型の電流源を形成する；他の一つは同じく真夜中付近にあ
るが，約6Reに位置する部分赤道環電流型である。即ち．成長期の
間に，主としてE×B一漂流によって尾部から輸送されて，この領
域に蓄積された新しい荷電粒子群の▽B一漂流に起因する電流源で
ある。これらは成長期の間に準定常的に発達して，各々の繍終
端領域を貫く4本の磁力管は次のように分極する：即ちタ方側の高
緯度管は一に，低緯度管は＋になる；一方朝方側の高緯度管は＋
に，低緯度管は一になる。この分極は極域電離層にも直接印加され
る。その結果DP－2，更に田一4型の極域電流系を形成する。上記の二
つの電流源は協力的に作動し，電流遮断型が強調されると，それに
従って部分赤道環電流型も強められる。特に後者は▽B一漂流の間
に大気への降下を伴う，この結果生ずる夕方から朝方への方向の電
場を形成し，一般的な朝方から夕方への電場を打消し，漂流は▽B
一漂流が主原因となり環電流が急激に優勢になる。その結果低緯
度管の分極は急激に成長し，遂に電離層E領域上部に，互いに反対
に分極している高緯度管と低緯度管の間で放電が磁力線を横切って
開始する。この放電開始と部分赤道環電流型の電流源の急速な発達
がSubs　k）㎝の開始と同定する。
　このように，Subs　tmn開始前に磁気圏の真夜中付近に，4本の分
極した磁力管によって構成される二重構造の大きな伝送線系が形成
される。ここで特記すべきは伝送線系モデルは今迄に提案された集
中定数回路モデルと異なり，分布定数回路であることである。この
伝送線系を伝わる波動現象がSubs　tomの膨脹期の非定常過程の特牲
を可成り都合好く表現する。その結果の一部分は昭和57日本地球電
磁気学会春秋の大会において紹介した。
先ず初歩的取扱いを展開する為に，波動伝搬は線形であると仮定
する。伝送線方程式：δ1／δs－一一CδV／δt，δV／δs＝
－ Lδ1／δt，ここで1は磁力管全断面に亘って積分された電流
Vは対になっている伝送線の中心間の電圧差，sは伝送線に沿って
電離層端から測定された距離　tは時間　CとLは伝送路線単位長
あたりの容量及びInductan㏄である。　CとLの計算には電離層のモ
デル，導出された磁剣圏の磁場構造電子密度分布の典型的な一例
を用いた。また，磁力管の拡がりを特に考慮した。Cの値は電離層
端で0．03μF／m，磁気圏近尾部端（15Re）で30000μF／mと不
均質性が大きい。一方，Lの値は各々1．5μH／m，0．5μH／m
で小範囲の変化を示す。位相速度は電離層内で300αm／s，磁気圏
近尾部で1ぱm／sとなる。特性1㎞anceは地球近傍で6Ω，距離
と共に減少し近尾部で㎞Ωである。
　伝送線方程式は線形双曲線である。一見簡単な波動のみが生ずる
と考えられるが，次に列記する事項によって，導出される波動とそ
れに関連している効果はSubs　tomの複雑な様相を呈する：（1）媒
体の不均質性が強いこと，　（2）長短二重構造の伝送線　　（3）電
離層のPeders㎝電気伝導度を介して両伝送線が結合していること，
　（4）電離層の不整合による波動の反射と透過　　（5）部分赤道環
電流型の電流源　　（6）近尾部における電流遮断型の電流源及び不
整合による波動の反射，等。今回は特にPoynting定理：δψ／δs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　2＋δε／δt＝0，ここでψ＝VI，ε＝％CV＋％LLを積極
的に満足するように，波動方程式の数値解を工夫し，計算機実験を
行った。その結果Subs　tomの非定常過程の現象のエネルギー論を
詳細に展開することが可能になった。地上観測の地磁気変化脈動
を再現する。伝送線波動に伴って電離層上部に出現する沿磁力線電
場は静電二重層よりも大規模な構造を有する。極光の極方向の膨脹
は次のように説明され得る。先ず部分赤道環電流の急激な励起が
生じ，それに伴って夕方から朝方への強い波動電場が磁力線に沿っ
て地球近傍まで伝わり，強いE×B一漂流を誘起することになる。
　更に多重開始型Subs　tomの発生の機構についても言及する。
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藩見尭一　　　斤沼ザィ左夫　　ノ左翻セ
兄大セ電研　　筑波大物理　　戎丈核融合
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ここ1・駒磁柘耐ると最も亡吻耐5蜴得る・迦）浪配頼引手脱含3れる（断
u。更に、」奉来非芙鳴の桧1』電3が托』静　の2つの氾量子σ1放出）。これ）ま相1…作周行ヲ11
雷鍍に」り要常燃、される乙いう計靖碑曳験a≠摘項に」り表現丁れる。②分布θ天力数
もある．これらの現象庶ある契亘川謙｛摯⑳粒孤（附均微ぷ臼卜森聖共・昌し強・、正／
鱗1才蝋一的に嬬τき翻2鴨かllカ、負媚嘘源となゑ③z波放鑓程1説越…
という事を強く元唆し、これを（竹＋％）』〔噸型と）醸型撚ある．〔轍乱においては両者蒔互
と元変τ『る事にしよう。　　　　　　　　　　　いにconcd可る↓頃向にある。）斡）ωα）e　km紘cS
　’　　　　OdE・理（n〔力（W　坦（外　一　　　は一報に3吹元lkW＆智ヒ人Z考乏るミ6要夙
　栽々は、単琶輪敢のξ買験粒子に尽ぼす非　みる。これは次⑳ような遍程を双うからZ’あ
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）1両劔＠州）ω・e，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但亡．llkLl＝は2⊥1。
粒子相互作用ひ囎」伽賜合＝自e乖垣イ乍用を（5）（ハ†〉乏）殿¢柞稗聖芙w鳥rJり、非翻滅長
す調一・2識粒3の鶏τ殖．　　転そ暇醐嬬巾・2穿に醐司る、曝
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上部熱圏における重力音波方程式の数値解
　　　　　　　　　　　　　　　　　前田佐和3　　　　　　　　　・中ム桑雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　京才薩蒙大鰐ナ算機解研亮断　　索丸哩
上音ラ熱園における大規摸重力音ヲ麦のイ云措　4？φ縛幌寂僅ヵ鐘嚇播4∪ノ倉ガ麻拐え梧ξら煽
蒋柁、斜｝にその麦身才機緯芝調べる托あ1て、非一
樟’蜘生始1申♂わ昔蛎程式の教植解色
Σ借ρμ伽φH・4・角ωの1：よう1三μ一㈲縦≧亥珊・｝z
計駒烏その紬壕．全疏で聯擁重lll鈍禰制〉一
㈱軽ガれψbr酸解を樟成疏4・の翻蝿祐膓
助宿播Vθノ≠劃宝戎丁ろイ訂壱レρ）仁θ解した柏ず麗。
　以⇒湾繰妨攻の軽・嚇らφ・とな。た．
の破〃）嚇ぱ丁ヒu‘二っn乙厄ヲめ』以為ご厚？r一昆．14㌦
　畠残勧cほ｝碑月に俵痴硲き．吻，エ．夙期φ砺ご釣’ρ
　周喜日2鰺zチ3莇フ．（回ス）
茂ど靭ユψ“弍旅。解タゑ，3．箭②，ヰ漂ノ”2）どネ、た．②周勘。り。，’，伽，，砧，。っ、nzお皮濯勤エネ，幽工．
　図ユ1ま．大角モデルと翻条4牛φ橋図：ごある．オレー様　　　　2ク∂＾μ市と鴻S妄ダ旨　‘てトラヲフ．さrれづ．エラトtレギL一洩フ2のヒ旦洗も
鞭はX瀦層の多色矯造鋤似軌下卵透界沫勃　敵．后伽ぷし？ク戊）。ぴ知血・硫去6▲個3）
向に調匁砺、勧型の入身σ波’v・膓寡↓，七部麟で下旬さの③1ワoムィコ近肉禰劫の急湧加に宕1別遷が蜜モ→ご碕u．
顧撮は駕いと4砿静．図ユ1飼纏月に）ψ⑭，励　　斥ρ）1輌か，フ恥伽顕箸諺L鋤廟以あど俵創
米㈱醜（仰）が’伊ψの入締4和論・娚ウ旅搬解　砿VPセドヒ励ップウガドよ・z⇔毛ギ砿訂う
了ω，ゾψ，φ）と．弱崖知ヒT←Tπ）の祓銃為う，但．　（図勾．
μβフk椹乃．⑱の梯直ま窟．ψ，φ’川、脚｛εU5微β訪う．　鳥論：亡却熱圏に捌†ら長周期．薩友イ云播の童力音娘
披の撮橘1多勧洋砺才教どまt．単伽3准竃ぞあ9．函引コ　は．み凝2ρρ～μの㎞θ4動舜で導破管モードぞ乖勃向
舩翻勧・蹴ら計恥れ磁・遭動加P，噛齢る．尊癖嚇1汲熱劇序戸・ス矧ぴ各
島ωぱ㌦めの頴鋤ど、功・ギL・詩碑嚇をど鋤Dと熱園上部の童蜘劫卜数礁増加’鉋國る
素した。良鳳繭密力乞あき．囲相3．一堰解了毛．縞θ亡膓友の友射択・わ味鈎に働く。
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